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１．調査概要 
 

１-１ 調査目的及び内容 

 
横浜市及びその周辺域を中心とした地域における依存症 1対策（主にアルコール、薬物、

ギャンブル依存症）の取組等を調査し、整理することによって、今後の横浜市における依存

症対策の検討に資することを目的として調査を実施した。 
 

１-２ 調査の項目及び方法 

 
１）調査項目 

主に依存症対応を行っていると想定される行政、医療機関、依存症の回復支援を行

う民間団体、自助グループ 2について調査を実施した。 
（項目） 
・横浜市 
・病院・診療所 
・回復施設 3 
・自助グループ 
・精神保健福祉センター 
・国 
・依存症治療拠点機関設置運営事業 4 
・その他 
 

２）調査方法 
①メディア・文献調査 

一般的に「依存症」に関する情報を取得するにあたって、一番活用が想定される

「インターネット」の情報を中心に情報を収集し、対策や対応などをまとめた。 
（掲載情報は、平成 29年３月時点のもの） 

②アンケート調査 
①で取得した情報のうち、「病院・診療所」が実施する依存症に関する対応につ

いて、具体的な対応状況を取得するため、アンケート調査を行った。 

                                                   
1 依存症…医学的定義では、ある特定の「物質の使用（例えば、アルコールや覚醒剤

等）」に関して「やめたくても、やめられない」状態を依存症と呼ぶが、この報告書で

は、「行為や過程（例えばギャンブル、買物等）」に関してそのような状態に陥ることも

含めて、一般的に用いられている「依存症」と表記する。 
2 自助グループ…27頁参照 
3 回復施設…18頁参照 
4 依存症治療拠点機関設置運営事業…135頁参照 
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２．調査結果 
 

２-１ 横浜市・横浜市周辺域の社会資源 

 
１）横浜市 

横浜市では、市民からの相談対応、各事業分野における依存症に関係する普及啓発

活動などを中心に、対応を進めている。個人への相談対応では、区役所窓口を中心に

対応を進めているほか、こころの健康相談センター（横浜市精神保健福祉センター）

においてプログラムを開発するなど、新たな依存症対策の動きを始めている。 
 

【相談機能】 
■区福祉保健センターにおける相談対応 
・精神保健福祉相談 

家族や本人等からの依存症に関する相談は、まずは各区福祉保健センターに

おける精神保健福祉相談として対応する。その中では、当事者の病状や生活状況

などから、個々の必要に応じた対応を行う。相談対応の内容としては、依存症の

専門医療機関や回復施設、自助グループなどの紹介を行うほか、経済的な問題が

生じている場合には、法律相談や生活保護などと必要に応じて連携を行う。 
 

【区福祉保健センター・精神保健福祉相談数】 
年度 24年度 25年度 26年度 27年度 

アルコール 1,028 1,110 1,031 1,090 

薬物 182 285 251 246 

ギャンブル H26から計上 103 107 

 

■こころの健康相談センターにおける相談対応 
・区で受けた相談のうち、高い専門性を要する相談に対し、助言を行う。 

 
 

【支援プログラム】 
■本人への支援 

・横浜版依存症回復プログラム 
こころの健康相談センターにおいて実施する、依存症の特性について学びな

がら、今までの自分の行動、ものごとの捉え方・考え方、そこから生じる感情

のパターンを振り返り、その矛盾や偏りに気づくことで、薬物・アルコール、

ギャンブル等に依存しない行動につなげていくためのプログラム。 
横浜市では、従来から医療機関等で実施されている薬物依存を対象にした
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治療回復プログラム（ＳＭＡＲＰＰ5）をベースに、ギャンブルや薬物の依存

症にも対応できるプログラムを開発した。平成 29年度から実施予定。 
 

■家族への支援 
・アディクション家族支援 

精神保健福祉相談の相談者等に対し、アルコールや薬物に関する病気の正

しい知識や、病気への対応、仲間づくりなど、依存症の専門家による講義や参

加者による意見交換等のプログラムを実施している。 
〈参加者数（平成 27 年度）〉 
福祉保健センター（アルコール）  実施回数 98回、516名。 

こころの健康相談センター（薬物） 実施回数 10回、22家族、24名（延べ

50名） 

  
【普及啓発】 

アルコールや薬物など、依存症に関する病気の知識や予防に関する情報などの講

演会を開催している。 
■こころの健康セミナー 
・市民講演会 
 主催や関連機関との連携などによって講演会を開催し啓発を実施。 

  ・平成 28 年度 依存症のサインに気づく（市大エクステンション講座）で開催 

「依存症のサインに気づく～その時、あなたにできること～」 

  ・平成 27 年度  
「身近な人の悩みに気付くには～知ってほしい うつ、依存症、自殺のこと～」 

 
【人材育成】 

こころの健康相談センターや関連機関において、支援者に対し人材育成研修を実

施。 
■こころの健康相談センター 
・依存症対応研修 
・依存症事例検討研修 
 
 

 

  

                                                   
5 SMARPP…米国で広く実施されている依存症治療プログラムを参考に、神奈川県立精

神医療センター病院（旧せりがや病院）で開発した薬物依存症治療プログラム

（Serigaya Methamphetamine Relapse Prevention Program）。 
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２）病院・診療所 
神奈川県内の病院・診療所に対し、依存症の治療対応、実施プログラム、及び関係

機関との連携状況を把握するために、アンケート調査を行った。 

調査対象 100 か所に対し、アンケートの有効回答は 61か所であり、そのうち依存

症に対応していると回答した医療機関 36か所について、結果をまとめた。 

なお、36 か所のうち、横浜市内の医療機関は、病院が５か所、診療所が 15か所の

合計 20 か所である。 

今回のアンケートでは、36 か所のうち、アルコール依存症は 35か所、薬物依存症

は 21か所、ギャンブル依存症は 16か所、その他の依存症は８か所が対応可能と回答

しており、アルコール、薬物、ギャンブルの３つの依存症すべてに対応が可能な医療

機関は、13か所であった。そのうち、５か所が中区に所在している。 

調査の概要および結果は次のとおりである。 

 

 

【調査の概要】 

調査実施期間 平成 29年１月 16日～平成 29年１月 31日 

調査対象 

 

インターネットホームページの「かながわ医療情報検索サー

ビス」等で専門医療を担う医療機関として、アルコール、薬

物、ギャンブルの依存症の治療を行う医療機関として登録

（平成 28年 12月１日現在）されている病院または診療所 100

か所 

調査方法 郵送調査（調査票を郵送で送り、郵送または FAXで回収する） 

調査内容 

 

「依存症治療対応と連携等について（アルコール・薬物・ギ

ャンブル等）」（任意記名式） 

調査票別添（163ページ～164ページ） 

回収結果 

 

対 象 数：100か所 

総回収数：61か所（無記名２か所含む） 

（うち、無記名医療機関を除き、依存症に対応している病院・

診療所は 36か所） 
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【調査結果】 

調査結果は以下の医療機関 36か所（病院 10か所、診療所 26か所） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

名称

ア
ル
コ
ー
ル

薬
物

ギ
ャ
ン
ブ
ル

そ
の
他

所在地
病院

診療所
の別

社会福祉法人恩賜財団
済生会横浜市東部病院

◯ ◯ 横浜市鶴見区下末吉三丁目６番１号 病院

小原クリニック ◯ ◯ ◯ 横浜市鶴見区鶴見中央１－31－２－213 診療所
くらちクリニック ◯ ◯ 横浜市神奈川区西神奈川１－18－11 診療所
医療法人社団ＭＭ会
みなとみらい内科クリニック

◯ ◯ 横浜市西区みなとみらい４丁目７番１　２階Ｇ 診療所

あおぞらクリニック ◯ ◯ ◯ 横浜市西区南幸２－17－６横浜駅西口ダイイチビル５Ｆ 診療所
寿町勤労者福祉協会診療所 ◯ ◯ ◯ 横浜市中区松影町２丁目８番地８ 診療所
関内メンタルクリニック ◯ 横浜市中区扇町１－１－25　キンガビル７階 診療所
みなとメンタルクリニック ◯ ◯ ◯ ◯ 横浜市中区相生町６－109 志村ビル１階 診療所
横浜尾上町クリニック ◯ ◯ ◯ 横浜市中区尾上町２－11－１ＹＳビル９階 診療所
まこと心のクリニック ◯ ◯ ◯ 横浜市中区不老町１－５－11　Ｋ－ＳＰＩＲＥビル３Ｆ 診療所
医療法人財団青山会
関内クリニック

◯ ◯ ◯ 横浜市中区蓬莱町１－１－３　ｂｅｌｌｅ関内５階 診療所

大石クリニック ◯ ◯ ◯ ◯ 横浜市中区弥生町４－41 診療所
新横浜こころのホスピタル ◯ 横浜市港北区新横浜一丁目21番６号 病院
神奈川県立精神医療センター ◯ ◯ ◯ 横浜市港南区芹が谷２－５－１ 病院

ヒルサイドクリニック ◯
横浜市港南区上大岡西１丁目16番19号
上大岡エントランスビル３階

診療所

神奈川病院 ◯ ◯ ◯ 横浜市旭区川井本町122番地１ 病院
メンタルクリニック響 ◯ ◯ ◯ 横浜市青葉区あざみ野２－２－８プロスパあざみ野201 診療所
青葉台みなみクリニック ◯ ◯ ◯ ◯ 横浜市青葉区榎が丘１－６　第２森野ビル７Ｆ 診療所

花と緑のこころのクリニック ◯ ◯ ◯
横浜市青葉区新石川二丁目４番16
たま南口メディカルセンター

診療所

昭和大学横浜市北部病院 ◯ 横浜市都筑区茅ヶ崎中央35－１ 病院
川崎沼田クリニック ◯ ◯ ◯ ◯ 川崎市川崎区砂子２－11－20加瀬ビル133　402号室 診療所
クリニックはまだ ◯ ◯ ◯ 川崎市多摩区登戸3508　コアクレスト登戸１Ｅ 診療所
一般財団法人聖マリアンナ会
東横惠愛病院

◯ ◯ 川崎市宮前区有馬４－17－23 病院

医療法人社団東華会
北条クリニックはしもと

◯ 相模原市緑区下九沢1779－１ 診療所

ペアナードオダサガ
はやしクリニック

◯ 相模原市南区南台５－11－19ペアナードオダサガ３０２ 診療所

北里大学東病院 ◯ 相模原市南区麻溝台２－１－１ 病院
井坂クリニック ◯ 横須賀市久里浜５丁目11番４号 診療所
独立行政法人国立病院機構
久里浜医療センター

◯ ◯ ◯ 横須賀市野比５丁目３番１号 病院

医療法人大船クリニック ◯ 鎌倉市玉縄１－11－11 診療所
湘南神経科・内科 ◯ 鎌倉市腰越４－６－７ 診療所
メンタルクリニックゆかり ◯ 藤沢市湘南台２－２－11　丸美ビル３階 診療所
小田原医院 ◯ 小田原市城山４－23－27 診療所
医療法人社団茅ヶ崎クリニック ◯ ◯ 茅ヶ崎市東海岸南１－22－１ 診療所
医療法人社団秦和会秦野病院 ◯ ◯ 秦野市三屋131番地 病院
医療法人財団青山会みくるべ病院 ◯ ◯ 秦野市三廻部948 病院
鈴木メンタルクリニック ◯ ◯ 三浦郡葉山町一色370　稲子ビル２階 診療所
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① 依存症の外来・入院対応可能分野の内訳 
図表１～図表３では、依存症の外来に対応している病院 10か所、診療所 26か所

の合計 36か所と依存症の入院に対応している病院８か所のうち、どの依存症に対

応しているかを集計している。調査した依存症は、アルコール、薬物、ギャンブル

で、それ以外をその他として集計している。 

図表１は、外来・入院別に対応している依存症ごとの件数を表している。外来、

入院ともにアルコールが最も多く、次いで薬物、ギャンブル、その他の順となって

おり、また、外来の 36か所に対し、入院は８か所と外来の４分の１以下となって

いることがわかる。 

図表２は医療機関が外来で対応している依存症の組み合わせを表している。外

来では、13 か所の医療機関が３つの依存症に対応しており、アルコールのみの対

応も同数の 13か所ある。一方、薬物もしくはギャンブルのみに対応している医療

機関はない。その他の項目では、インターネット、買物、ストーカー、性依存、摂

食障害 6、ニコチン、病的窃盗 7、暴力依存等がある。 

図表３は入院で対応している依存症の組み合わせを表している。アルコールは

入院対応が可能な医療機関８か所すべてで対応しており、アルコール、薬物、ギャ

ンブルの３つに対応しているのは１か所である。なお、その他の１件は、インター

ネットに関することである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

                                                   
6 摂食障害…単なる食欲や食行動の異常ではなく、拒食症、過食症、過食嘔吐など、食行

動の重篤な障害。        
7 病的窃盗…物を盗みたいという衝動・欲求をコントロールできなくなる病気。窃盗癖、

クレプトマニアとも言う。 

図表１ 外来・入院対応状況（複数回答）（件数） 

アルコール

薬物

ギャンブル

その他

10

6

3

1

25

15

13

7

外来（n=36）

病院

診療所

8

4

2

1
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図表２ 外来対応可能な依存症の組み合わせの内訳（件数） 
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図表３ 入院対応可能な依存症の組み合わせの内訳（複数回答）（件数） 
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②依存症の受診者数 

図表４～図表７では、外来に対応している医療機関のうち、依存症の受診者数に

ついて、直近月の受診者数が０と回答した医療機関を除き回答を得られたアルコ

ール 32/35か所、薬物 18/21 か所、ギャンブル 13/16か所、その他７/８か所につ

いて、病院、診療所別に直近月の受診者数と 100人以下の内訳を集計している。 

いずれの依存症も、受診者数１～100 人が大半を占めていることがわかる。受診

者数が 101～500 人では、薬物、ギャンブル、その他が 1件ずつに対し、アルコー

ルが 3件となっているが、501～1000 人では、アルコールとその他がそれぞれ１件

ずつであり、1000人～となるとアルコールが１件あるのみである。 

受診者数 100 名以下の受診者数の内訳をみると、アルコールでは、受診者数によ

って多少ばらつきがあるが、薬物、ギャンブル、その他では、ほとんどが 20名以

下に集中していることがうかがえる。 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表４ アルコール依存症の受診者数の内訳（件数） 

 

図表５ 薬物依存症の受診者数の内訳（件数） 
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図表６ ギャンブル依存症の受診者数の内訳（件数） 

 

図表７ その他の依存症の受診者数の内訳（件数） 
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③依存症の対応プログラム 
図表８～図表 11 では、外来に対応している医療機関のうち、依存症の対応プロ

グラムについて回答を得られたアルコール 28/35か所、薬物 16/21 か所、ギャン

ブル 15/16か所について、対応しているプログラムの実施状況を集計している。

集計したプログラムは、「集団療法」8、「個別療法 9」、「家族向け集団教育 10」、

「コ・メディカルスタッフ 11相談」で、それ以外は「その他」としている。 

図表８は、アルコール、薬物、ギャンブルそれぞれの依存症で実施しているプ

ログラムの割合を表している。いずれの依存症も個別療法が最も多く、次いで、

コ・メディカルスタッフ相談が多くなっていることがわかる。なお、個別療法に

は認知行動療法 12の SMARPP、条件反射制御法 13 、内観療法 14等がある。 

図表９～図表 11 では、アルコール、薬物、ギャンブルそれぞれについて、プロ

グラム別の件数を表している。 

 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
  

                                                   
8 集団療法…治療者と複数の患者が一緒に治療を行う方法。 
9 個別療法…治療者と患者が一対一で治療を行う方法。 
10 家族向け集団教育…病院・診療所が企画実施する、依存症者理解のための家族が参加

する勉強会（家族教室）や、分かち合い。 
11 コ・メディカルスタッフ…医師以外の医療関係職種。アンケートでは、医療関係職種

として、精神保健福祉士、社会福祉士、心理職、看護師等を上げている。 
12 認知行動療法…人間の気分や行動が認知のあり方（ものの考え方や受け取り方）の影

響を受けることから認知の偏りを修正し、問題解決を手助けする治療方法。認知療法と

も言う。 
13 条件反射制御法…不適切な行動の根源となる欲求、好まない感情や感覚、パターン化

された業務における不注意等を制御あるいは予防する治療方法。 
14 内観療法…世話になったこと、して返したこと、迷惑をかけた事などを思い出し、自

らの態度や行動を観察、分析していく治療方法。 

図表８ 医療機関のプログラム実施割合（複数回答）（％） 
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図表９ アルコール依存症の対応プログラムの内訳（複数回答）（件数） 

図表 10 薬物依存症の対応プログラムの内訳（複数回答）（件数） 

図表 11 ギャンブル依存症の対応プログラムの内訳（複数回答）（件数） 
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④関係機関への紹介・連携 

図表 12～図表 15 では、外来に対応している医療機関のうち、関係機関への紹

介・連携について回答を得られたアルコール 31/35か所、薬物 20/21 か所、ギャン

ブル 15/16か所について、依存症に関する紹介・連携先を集計している。集計した

紹介・連携先の関係機関は、「専門病院・専門クリニック 15」、「自助グループ」、「回

復施設」、「カウンセリング機関 16」、「保健所・福祉事務所」、「精神保健福祉センタ

ー」、「法テラス 17」、「弁護士」、「司法書士」、「保護観察所 18」で、それ以外は「そ

の他」としている。 

図表 12 は、アルコール、薬物、ギャンブルそれぞれの紹介・連携先の割合を表

している。アルコールでの連携・紹介先は、専門病院・専門クリニックが最も多く

次いで、自助グループとなっているが、薬物とギャンブルでの紹介先は、自助グル

ープが最も多く、次いで専門病院・専門クリニックとなっていることがわかる。 

図表 13～図表 15では、アルコール、薬物、ギャンブルそれぞれについて集計し

ている。なお、具体的な連携先として、専門病院では、久里浜医療センター、神奈

川県立精神医療センターが、自助グループは、アルコール依存症では断酒会 19、

AA20 、薬物依存症では NA21 、ギャンブル依存症では GA 22が挙がっている。 

 

 

 

 

 

                                                   
15 専門病院・専門クリニック…特定の病気や症状などについて専門的な診察・治療を行

う専門分野に特化した病院・診療所のこと。 
16 カウンセリング機関…病院以外で、心理職などが、独自にカウンセリングや心理療法

を行う機関。 
17 法テラス…「全国どこでも法的トラブルを解決するための情報やサービスを受けられ

る社会の実現」いう理念の下に、国が設立した法的トラブル解決の総合案内所。 
18 保護観察所…保護観察（犯罪をした人・非行のある少年が、実社会の中でその健全な

一員として更生するように、国の責任において指導監督・補導援護（現状把握、生活行

動助言・指示、住居・帰住援助等））等を行う、法務省の機関。 
19 断酒会…全国日本断酒連盟に加盟している、アルコール依存症者のための自助グルー

プ（27頁参照） 
20 AA…アルコホーリクス・アノニマスは、経験と力と希望を分かち合って共通する問題

を解決し、ほかの人たちもアルコホリズムから回復するように手助けしたいというグル

ープ。（28頁参照） 
21 NA…ナルコティクス・アノニマスは薬物によって大きな問題を抱えた仲間同士で互い

に助け合い、クリーン（使わないで生きる） でいるために定期的に仲間と会うことに

よって回復を目指すグループ。（30頁参照） 
22 GA…ギャンブラーズ・アノニマスは、経験と力と希望を分かち合って共通の問題を解

決し、ほかの人たちもギャンブルの問題から回復するように手助けしたいというグルー

プ。（32頁参照） 
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 図表 13 アルコール依存症の紹介・連携（複数回答）（件数） 

 

図表 12 依存症の紹介・連携先（複数回答）（件数） 
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図表 15 ギャンブル依存症の紹介・連携（複数回答）（件数） 

図表 14 薬物依存症の紹介・連携（複数回答）（件数） 
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神奈川県の病院・診療所の分布状況 
 

 
神奈川県内の精神保健福祉センターな

どの４か所の公的機関、及びアンケート

調査結果から得たれた医療機関 36 か所

の分布状況である。 

  

◯ 公的機関 

◇ 病院 

□ 診療所 

地図
番号

名称
病院

診療所
の別

1 神奈川県精神保健福祉センター
2 横浜市こころの健康相談センター
3 川崎市精神保健福祉センター
4 相模原市精神保健福祉センター

1
社会福祉法人恩賜財団
済生会横浜市東部病院

病院

2 小原クリニック 診療所
3 くらちクリニック 診療所

4
医療法人社団ＭＭ会
みなとみらい内科クリニック

診療所

5 あおぞらクリニック 診療所
6 寿町勤労者福祉協会診療所 診療所
7 関内メンタルクリニック 診療所
8 みなとメンタルクリニック 診療所
9 横浜尾上町クリニック 診療所
10 まこと心のクリニック 診療所

11
医療法人財団青山会
関内クリニック

診療所

12 大石クリニック 診療所
13 新横浜こころのホスピタル 病院
14 神奈川県立精神医療センター 病院
15 ヒルサイドクリニック 診療所
16 神奈川病院 病院
17 メンタルクリニック響 診療所
18 青葉台みなみクリニック 診療所
19 花と緑のこころのクリニック 診療所
20 昭和大学横浜市北部病院 病院
21 川崎沼田クリニック 診療所
22 クリニックはまだ 診療所

23
一般財団法人聖マリアンナ会
東横惠愛病院

病院

24
医療法人社団東華会
北条クリニックはしもと

診療所

25
ペアナードオダサガ
はやしクリニック

診療所

26 北里大学東病院 病院
27 井坂クリニック 診療所

28
独立行政法人国立病院機構
久里浜医療センター

病院

29 医療法人大船クリニック 診療所
30 湘南神経科・内科 診療所
31 メンタルクリニックゆかり 診療所
32 小田原医院 診療所
33 医療法人社団茅ヶ崎クリニック 診療所
34 医療法人社団秦和会秦野病院 病院
35 医療法人財団青山会みくるべ病院 病院
36 鈴木メンタルクリニック 診療所

公
的
機
関
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内
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川

県
内
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３）回復施設 
回復施設とは、回復支援施設、リハビリ施設とも呼ばれ、依存症等の問題からの回

復を目指して、施設ごとに様々なプログラムを実施し、回復の支援をする施設である。

また、施設のスタッフも、かつて依存症で問題を抱えていた方の回復者が、一緒に携

わっていることもある。 

公的な援助を受けて運営している施設、作業所の認可を受けている施設、法人化し

ている施設や、入所して共同生活をする施設、通所してプログラムを行う施設など、

運営方法や運営内容は様々である。 

 

本調査では、横浜市内に拠点のある 10か所の回復施設について、依存症の対応分

野、行っているプログラム内容や連携等について、インターネット等による情報収集

を行った。 

横浜市内にある回復施設は、アルコール、薬物、ギャンブルの依存症の分野のひと

つに重きをおいて特化した施設もあれば、複数や全般の依存症に対応している施設

もある。自宅や入所先から通所する施設、寮などに入所して共同生活を送る施設があ

るが、横浜市にはどちらの施設もあり、両方に対応している施設もある。また、全国

初の施設や、女性専用の回復施設もある。 

プログラムも施設ごとに様々であり、ミーティング 23、レクリエーションや調理な

どを行っている。 

連携としては、インターネット上の情報からは、具体的な内容の確認が難しいが、

回復へのプログラムの一環として、自助グループへの参加を勧めている施設も見ら

れる。 

 

調査対象の回復施設 10か所について、その所在地を横浜市の地図に番号でプロッ

トし、分布図を作成した。分布図からは、相模鉄道本線沿線に半数以上が分布するこ

とが分かる。 

主な依存症対応分野ごとの回復施設の概要、横浜市内での分布状況を以下に示す。 

 

 
  

                                                   
23 ミーティング…体験について話す場。同じ問題をもつ仲間と話したり聞いたりするこ

とで、依存しない生き方を促進し、健康な生活に回復させるために役立てる場。 
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主にアルコール依存症に対応している回復施設 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
主に薬物依存症に対応している回復施設 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                  
 

  

２.特定非営利活動法人 横浜ダルク・ケア・センター 

対 応 す る 依 存 症 
ア ル コ ー ル 薬 物 ギャンブル そ の 他 

◯ ◎   

所   在   地 

 

実 施 内 容 

通 所 ・ 入 所 

プ ロ グ ラ ム 

 

 

 

そ   の   他 

横浜市南区宿町２－44－５ 

 

 

通所・入所 

・NA（ナルコティクス・アノニマス）の 12ステップに基づい

たミーティング 

・レクリエーション、ボランティア活動など 

 

東京、名古屋に続き、全国で３番目のダルクとして設立した。 

プログラム修了後・退所後の個別相談の体制を整えている。 

合併症、虐待、自殺願望等、回復者カウンセラーだけでは対応

しきれないケースに対し、専門家を交えたプログラムを組んで

いる。 

 

１.特定非営利活動法人 市民の会 寿アルク 

対 応 す る 依 存 症 
アルコール 薬 物 ギャンブル そ の 他 

◎ ◯ ◯  

所   在   地 

 

実 施 内 容 

通 所 ・ 入 所 

プ ロ グ ラ ム 

 

 

 

そ  の  他  

横浜市中区松影町３－１１－２三和物産松影町ビル２Ｆ 

※複数施設が中区に集中しているため地図上では上記住所をプロットした 

 

通所・入所 

・ミーティング、軽作業、レクリエーション等、回復に合わせ

てプログラムを組む。 

・365日年中無休。 

 

・デイケア５施設、グループホーム１施設及び相談室を併設 

・アルク相談室は、依存症関連問題及び生きづらさを抱えた

方々の幅広い相談を実施（相談員との対話と体験者との分か

ち合いを重視し、個々の力を取り戻す支援をしている。） 
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主にアルコール依存症と薬物依存症に対応している回復施設 

 
 
 
  

４.特定非営利活動法人あんだんて 女性サポートセンター Indah(ｲﾝﾀﾞｰ) 

対 応 す る 依 存 症 
ア ル コ ー ル 薬 物 ギャンブル そ の 他 

◎ ◎  ◯ 

所   在   地 

 

実 施 内 容 

通 所 ・ 入 所 

プ ロ グ ラ ム 

 

 

 

 

そ の 他 

横浜市瀬谷区瀬谷４－11－16 足立ビル１階 

 

 

通所 

・ミーティング 

・畑作業、調理プログラム、体操プログラムなど 

・年間行事（クリスマス会、ひな祭り会など） 

・自助グループへの参加（本人と相談のうえ） 

 

女性専用の施設 

ママミーティングとして、子連れでも参加できる、言いっぱな

し・聞きっぱなしのミーティングも開催している 

（対応するその他の依存症：摂食障害など） 

 

３.特定非営利活動法人 横浜マック 

対 応 す る 依 存 症 
ア ル コ ー ル 薬 物 ギャンブル そ の 他 

◎ ◎ ◯  

所   在   地 

 

実 施 内 容 

通 所 ・ 入 所 

プ ロ グ ラ ム 

 

 

 

 

そ の 他 

横浜市旭区本宿町 91－６ 

 

 

通所・入所 

・ミーティング・認知行動療法 

・調理プログラム 

・レクリエーション 

・季節行事、スポーツ大会 等 

 

横浜市内では最も歴史が古い依存症関係団体。 

デイ・ケア・センター（通所）の他に、男性グループホーム、

女性専用グループホームの２つの宿泊施設（入所）があり、通

所の活用の他、地域の自助グループへの参加もすすめている。 
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主にギャンブル依存症に対応している回復施設 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

５.特定非営利活動法人ヌジュミ デイケア ぬじゅみ 

対 応 す る 依 存 症 
ア ル コ ー ル 薬 物 ギャンブル そ の 他 

  ◎ ◯ 

所   在   地 

 

実 施 内 容 

通 所 ・ 入 所 

プ ロ グ ラ ム 

 

 

 

そ の 他 

横浜市保土ケ谷区西谷町 1230番地サンハイム西谷第一 104号 

 

 

通所 

・グループミーティング、自助グループ参加 

・レクリエーション、調理、散策など 

・セミナー、講演会参加 

 

女性専用の施設 

家族相談窓口あり 

（対応するその他の依存症：買い物、借金癖など） 

 

６.特定非営利活動法人ギャンブル依存ファミリーセンター ハウスホープヒル 

対 応 す る 依 存 症 
ア ル コ ー ル 薬 物 ギャンブル そ の 他 

◯ ◯ ◎ ◯ 

所   在   地 

 

実 施 内 容 

通 所 ・ 入 所 

プ ロ グ ラ ム 

 

 

 

 

 

 

そ の 他 

横浜市旭区東希望が丘 133－１第３コーポラスＣ棟 508号室 

 

 

通所・入所 

・グループセラピー  

 アディクションの専門家によるいろいろな心理療法を駆使

して、12ステップの生き方を中心に、ギャンブル依存症の回

復に必要な基礎知識を身に付ける。 

・個別相談、それぞれに応じたプログラム 

・自助グループへの参加 

 

日本ではじめてギャンブル依存症に苦しんでいる家族を支援

する「ホープヒル」を開設。 

横浜でギャンブル家族教室を開催する他、広島県や愛知県で

も、勉強会や家族教室を開催している。 

（対応するその他の依存症：インターネット、買い物、恋愛 

など、嗜癖問題全般） 
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主にアルコール依存症とギャンブル依存症に対応している回復施設 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

８.特定非営利活動法人ＢＢ ＢＢ
ビービー

 

対 応 す る 依 存 症 
ア ル コ ー ル 薬 物 ギャンブル そ の 他 

◎  ◎ ◯ 

所   在   地 

 

実 施 内 容 

通 所 ・ 入 所 

プ ロ グ ラ ム 

 

 

 

 

そ の 他 

横浜市南区東蒔田町 15－３ ＹＴＣビル１階 

 

 

通所 

・週間プログラム（調理プログラム、スポーツプログラム、金

銭管理のミーティング）に沿った活動 

・個別支援（目標の設定や支援計画など） 

・野外活動（花見、バーベキュー、流しそうめんなど） 

 

・ハウスミーティングとして、施設内の取組（改善点やイベン

ト）などについて話し合うプログラムもある。    

（対応するその他の依存症：買い物、携帯、インターネット  

など） 

 

７.特定非営利活動法人 ワンデーポート 

対 応 す る 依 存 症 
ア ル コ ー ル 薬 物 ギャンブル そ の 他 

  ◎  

所   在   地 

 

実 施 内 容 

通 所 ・ 入 所 

プ ロ グ ラ ム 

 

 

 

 

そ の 他 

横浜市瀬谷区相沢４－10－１ 

 

 

入所 

グループセラピー、個別相談を通じ、規則正しい健全な生活に

変えてもらうことから、社会参加（就労・資格取得のための学

校）へ移行していく支援を行う他、退所後も必要時相談、レク

リエーション参加などの受入れも行う。 

 

国内初のギャンブルに問題がある人の回復支援施設。 

ギャンブルで問題を起こす背景は様々であり、ひとくくりに

「依存症」ととらえないことを支援指針とする。 
家族相談、家族個別相談あり 
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依存症全般に対応している回復施設 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

９.特定非営利活動法人ステラポラリス ステラポラリス 

対 応 す る 依 存 症 
アルコール 薬 物 ギャンブル そ の 他 

◎ ◯ ◎ ◯ 

所   在   地 

 

実 施 内 容 

通 所 ・ 入 所 

プ ロ グ ラ ム 

 

 

 

 

 

 

そ の 他 

横浜市保土ケ谷区宮田町１－４－６カメヤビル２Ｆ 

 

 

通所 

・ミーティング 

・ステラ生き方研究室～自分の普段抱えている問題をみんな 

の前で発表し、その苦労をみんなで考えていく場 

・社会生活力プログラム～洗濯の仕方、食事の摂り方、住居の

選び方、生活リズムの見直し等の経験を仲間と分かち合う場 

・音楽療法・運動療法 

 

コミュニティカフェ（神奈川区）、さんさんホーム（大和市/グ

ループホーム）を運営 

電話相談あり 

（対応するその他の依存症：摂食障害、盗癖など） 

 

10.特定非営利活動法人ＲＤＰ Ｒ Ｄ Ｐ
アールディーピー

横浜 

対 応 す る 依 存 症 
ア ル コ ー ル 薬 物 ギャンブル そ の 他 

◯ ◯ ◯ ◯ 

所   在   地 

 

実 施 内 容 

通 所 ・ 入 所 

プ ロ グ ラ ム 

 

 

 

 

 

 

そ の 他 

横浜市神奈川区松本町４－28－６弘津ビル２Ｆ 

 

 

通所・入所 

・12ステップ 

・リカバリーダイナミクス（12ステップを深く理解し効果 

的に実行するためのカリキュラム）の実践 

・ヨガ   

・調理教室 

・グループワークなど 

 

横浜市内で２つの男性用ナイトハウス（入所）を運営している。 

課外として、日中のプログラム終了後、夜間の自助グループへ

の参加を促している。 

（対応するその他の依存症：性、買い物など） 
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回 復 施 設 の 分 布 状 況 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  

3 
4 

7 

6 

5 

別紙拡大図

○ 区役所保健福祉センター（18か所） 

△ 回復施設の拠点（10か所） 
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回復施設の分布状況（拡大図） 
 

 

8

2

1

9

10

○ 区役所保健福祉センター（18か所） 

△ 回復施設の拠点（10か所） 
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【回復施設の拠点一覧表】 

 

 
  

分類 No. 名称 所在地
1 市民の会　寿アルク 中区松影町3-11-2　三和物産ビル２階
2 横浜ダルク・ケア・センター 南区宿町２－44－５
3 横浜マック 旭区本宿町91－６
4 女性サポートセンター Indah(インダー) 瀬谷区瀬谷４－11－16 足立ビル１階
5 デイケア ぬじゅみ 保土ケ谷区西谷町1230番地サンハイム西谷第一104号
6 ハウスホープヒル 旭区東希望が丘133－１第３コーポラスＣ棟508号室
7 ワンデーポート 瀬谷区相沢４－10－１
8 ＢＢ 南区東蒔田町15－３　ＹＴＣビル１階
9 ステラポラリス 保土ケ谷区宮田町１－４－６カメヤビル２Ｆ
10 ＲＤＰ横浜 神奈川区松本町４－２８－１６弘津ビル２Ｆ

　　　回復施設の拠点
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４）自助グループ 
自助グループとは、なんらかの障害、問題、悩みなどを抱えた人たち同士が出会

い、ミーティングや情報交換を通じ、相互に援助しあうことで、その問題からの回

復を目指すことを目的とした集まりである。 
また、自助グループの中では、互いに実名を伏せて匿名で関わりあうことが多いこ

とから、匿名グループ（Anonymous アノニマス）という言い方もされる。 
 

本調査では、横浜市内で活動している８団体の自助グループについて、その活動内

容や連携について、インターネットによる情報収集を行った。 
平成 29年３月時点でインターネットに公表されている自助グループのミーティン

グ会場のうち、実際にミーティングなどが行われていると思われる会場を集計した

結果、横浜市内の会場数は 105 か所であった。 
また、横浜市で活動している自助グループは、全国規模の自助グループも活動して

おり、その本部や事務局は横浜市以外の場所にある場合もある。全国規模の自助グル

ープには、依存症本人向けとその家族向けのものが、アルコール、薬物、ギャンブル

の分野でそれぞれがあり、元々海外で発祥しているグループのため、その活動理念と

プログラム方法を受け継いでいる。主に、12 ステップ 24を用いたミーティングなど

を展開している。 
以上の自助グループには、AA、アラノン、NA、ナラノン、GA、ギャマノンがあ

る。また、アルコールの自助グループにおいては、日本国内で全日本断酒連盟 25が作

られている。その支部として、神奈川県内においては、神奈川断酒連合会があり、12

の断酒会が活動し、横浜市内においては、断酒新生会が、例会（ミーティング）等を

開催している。 
各団体とも、複数の会場で、様々な時間、曜日に開催している。場所や時間、雰囲

気など、依存症者本人や家族が、それぞれの都合で選択することが可能である。 AA
は、横浜市内では１週間に約 100か所程度の開催が確認できる。 

他団体との連携については、断酒会と横浜ひまわり家族会の情報はあったが、それ

以外の団体については、ホームページ上の情報では具体的な確認はできない。 
 

調査対象の自助グループのミーティング会場の所在地を横浜市の地図に番号でプ

ロットし、分布図を作成した。分布図からは、市役所周辺や横浜駅周辺に集中してい

るほか、相模鉄道本線沿線にも分布している。 

自助グループの概要、分布状況を以下に示す。  

                                                   
24 12 ステップ…混乱した感情の整理や人間関係の修復をしながら回復をめざすためのプ

ログラム。 
25 全日本断酒連盟…日本国内で発祥した、アルコール依存症者（酒害者）のための自助

グループの全国ネットワーク。 
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主にアルコール依存症に対応している自助グループ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

ＡＡ
エーエー

 （アルコホーリクス・アノニマス） 

 対 象 
本 人 家 族 

◯  

団 体 情 報 

 

活 動 内 容 

ミーティング会場 

 

 

AA 日本ゼネラルサービス：東京都豊島区 

AA 関東甲信越セントラルオフィス： 東京都豊島区 

アルコール依存症の本人同士の匿名によるミーティング 

地域ケアプラザ、地区センター、社会福祉協議会、教会などを

借りて行っている。横浜に会場多数あり。１週間に約 100ヶ所

で開催されている。 

 

アラノン （特定非営利活動法人 アラノン・ジャパン） 

 対 象 
本 人 家 族 

 ◯ 

団 体 情 報 

活 動 内 容 

 

 

ミーティング会場 

 

アラノンジャパンゼネラルサービスオフィス：東京都大田区 

アルコール依存症の方の家族同士の匿名によるミーティング 

家族、友人、子どもの頃にアルコール依存症の影響を受けたと

感じている人（アダルトチルドレン）たちも対象。 

横浜市西区福祉保健活動拠点「フクシア」対面朗読室 

複数のグループがそれぞれの曜日、時間帯に開催している。 
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横浜断酒新生会 （一般社団法人神奈川断酒連合会） 

 対 象 
本 人 家 族 

◎ ◯ 

団 体 情 報 

 

 

活 動 内 容 

 

 

 

 

 

 

 

 

他 団 体 と の 連 携 

 

 

 

 

 

 

 

ミーティング会場 

公益社団法人全日本断酒連盟：東京都千代田区 

一般社団法人 神奈川県断酒連合会:横浜市港南区 

の 12 の会の一つ 横浜地区の断酒会 

・例会（ミーティング）の開催、家族会の開催も一部あり 

・相談会の開催 お酒の問題でお悩みの方を対象。 

・昼例会の開催 

 通常、例会は夜の開催が多いが、主婦や定年退職者等、依存症

の方の多様化に対応すべく、平日の日中にも例会を開催。 

・市民公開セミナーの開催 

一般市民を対象に、専門医師を招き、アルコール依存症に関す

る知識と理解を広めるために開催。 

・地区別一般研修会の開催 

神奈川県等と協調して推進する予防活動の一環として実施。事

業目的は、会員・家族を対象に予防の専門知識を持った支援者を

育成するためと、一般市民を対象にアルコール依存症に関する

知識や回復法などへの知識と理解を広めるために開催。 

・飲酒運転撲滅キャンペーン 

伊勢佐木警察署・交通安全協会の協力を得て、飲酒運転の撲滅

を神奈川県下の断酒会会員が集って呼びかけて、桜木町駅前で

啓発チラシ等の配布を実施。 

地域ケアプラザ、地区センター、社会福祉協議会など 
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主に薬物依存症に対応している自助グループ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

ナラノン （特定非営利活動法人 ナラノンジャパンナショナルサービス） 

 対 象 
本 人 家 族 

 ◯ 

団 体 情 報 

 

活 動 内 容 

ミーティング会場 

ナラノンファミリーグループジャパン 

ナショナルサービスオフィス：東京都豊島区 

薬物依存症の方の家族同士の匿名によるミーティング 

かながわ県民サポートセンター（神奈川区） 

 

ＮＡ
エヌエー

 （ナルコティクス アノニマス） 

 対 象 
本 人 家 族 

◯  

団 体 情 報 

活 動 内 容 

 

ミーティング会場 

ジャパンセントラルオフィス：東京都北区 

薬物依存症の本人同士の匿名によるミーティング 

女性のみや、本人以外参加可のミーティングもある 

地域ケアプラザ、市民活動支援センター、教会など 
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薬物依存症を抱える家族の会 横浜ひまわり家族会 

 対 象 
本 人 家 族 

 ○ 

団 体 情 報 

 

活 動 内 容 

 

 

 

 

 

他 団 体 と の 連 携 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ミーティング会場 

所在地：横浜市港北区鳥山町 1752 

    障害者スポーツ文化センター 横浜ラポール３階 

・家族会 

 12ステップを用いた家族同士の分かち合い。 

・研修会 

 依存症問題に関心のある方、支援者の方が参加できる研修会。

薬物依存症専門の精神科医師、心理士等の専門家を招き、依存

症回復のための知識の習得を目指し開催。 

・ビギナー相談 

家族の薬物問題で困り、初めて相談にきた家族に対して横浜

ダルクのスタッフと問題を共有し、本人と家族の回復への道

筋を立てる。 

・ビギナー教室 

家族会に入会した家族に対して、横浜ダルクのスタッフと一

緒に薬物依存症の初歩的な知識と心構えを勉強する。 

・オープンセミナーの開催 

横浜ダルクとの共催による、薬物・アルコール依存症者及びそ

の家族、地域の保護司、学校関係者、援助職等依存症問題に 

関心がある一般市民向けの公開セミナーを開催。 

・メッセージ活動 

 横浜市こころの健康相談センター、保護観察所や神奈川県精 

神保健福祉センターや、依存症学会、県内外の家族会等におい

て、薬物依存症の家族としての体験談を届ける活動を実施。 

横浜市南センター・南寿荘、横浜ラポール 
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主にギャンブル依存症に対応している自助グループ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

ＧＡ
ジーエー

 （ギャンブラーズ・アノニマス） 

 対 象 
本 人 家 族 ・ 友 人 

◯  

団 体 情 報 

活 動 内 容 

 

ミーティング会場 

ＧＡ日本インフォメーションセンター：神奈川県大和市 

ギャンブル依存症の本人同士の匿名によるミーティング 

本人以外参加可のミーティングもある 

地域ケアプラザ、社会福祉協議会、男女共同参画センターなど 

 

ギャマノン （一般社団法人ギャマノン日本サービスオフィス） 

 対 象 
本 人 家 族 ・ 友 人 

 ◯ 

団 体 情 報 

活 動 内 容 

 

ミーティング会場 

ギャマノン日本サービスオフィス：東京都豊島区 

ギャンブル依存症の方の家族同士の匿名によるミーティング 

家族・友人以外参加可のミーティングもある 

かながわ県民サポートセンター、男女共同参画センターなど 
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自助グループのミーティング会場の分布状況 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
ミーティング情報（平成 29年３月現在） 
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○ 区役所福祉保健センター（18か所） 

 自助グループ＜アルコール＞（73か所） 

 自助グループ＜薬物＞（16か所） 

  自助グループ＜ギャンブル＞（16か所） 
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自助グループのミーティング会場の分布状況（拡大図） 
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○ 区役所福祉保健センター（18か所） 

 自助グループ＜アルコール＞（73か所） 

 自助グループ＜薬物＞（16か所） 

  自助グループ＜ギャンブル＞（16か所） 
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【自助グループのミーティング会場一覧表】 

 

分類 グループ・団体 No. 施設 所在地

1 神奈川区社会福祉協議会 神奈川区反町1-8-4

2 神奈川地区センター 神奈川区神奈川本町8-1

3 かながわ県民センター 神奈川区鶴屋町2-24-2

4 カトリック戸部教会 西区御所山町8

5 戸部本町地域ケアプラザ　 西区戸部本町50-33

6 西区社会福祉協議会 西区高島2-7-1　ファーストプレイス横浜３F

7 吉田中学コミニュティハウス 中区羽衣町3-84

8 かながわ労働プラザ 中区寿町1-4

9 高齢者ふれあいホーム　木楽な家 中区寿町3-10-2

10 寿町内会館 中区寿町3-12-2　寿生活館２Ｆ

11 寿生活館 中区寿町3-12-2　寿生活館３F 

12 日本キリスト教団なか伝道所 中区寿町3-10-13　金岡ビル３Ｆ

13 はまかぜ 中区寿町４丁目13-1  

14 わくわくワーク大石 中区弥生町4-42

15 不老町地域ケアプラザ 中区不老町3-15-2

16 大鳥中学コミニュティハウス 中区本牧原22-1

17 麦田地域ケアプラザ 中区麦田町1-26-2　

18 横浜市市民活動支援センター 中区桜木町1-1-56　クリーンセンター４Ｆみなとみらい２１ 

19 浦舟地域ケアプラザ　 南区浦舟町3-46　

20 大岡地域ケアプラザ 南区大岡1-14-1

21 中央浩生館 南区中村町3-211

22 南センター 南区南太田2-32-1

23 民衆館 南区睦町1-27

24 上大岡コミュニティハウス 港南区上大岡東2-9-38

25 港南区福祉保健活動拠点 港南区港南4-2-8　そよかぜの家３Ｆ

26 西谷地区センター 保土ケ谷区西谷町918

27 保土ケ谷区社会福祉協議会 保土ケ谷区川辺町5-11　かるがも３Ｆ

28 セントメリー幼稚園 保土ケ谷区月見台270

29 旭区市民活動支援センター「みなくる」 旭区鶴ケ峰2-82-1　

30 鶴ヶ峰地域ケアプラザ 旭区鶴ケ峰一丁目38-3　

31 旭区社会福祉協議会 旭区鶴ケ峰1-6-35　

32 神奈川病院 旭区川井本町122-1

33 二俣川カトリック教会 旭区二俣川2-36

34 都岡地区センター 旭区今宿西町292-2

35 カトリック磯子教会 磯子区磯子3-8-14

36 岡村中学 コミュニティハウス 磯子区岡村1-14-1 

37 根岸地域ケアプラザ 磯子区馬場町1-42

38 屏風ケ浦地域ケアプラザ 磯子区森4-1-17

39 いきいきセンター金沢 金沢区泥亀1-21-5

40 大倉山記念館 港北区太尾町706

41 カトリック菊名教会 港北区篠原北2-15-17

42 港北区社会福祉協議会 港北区大豆戸13-1吉田ビル３Ｆ

43 長津田地域ケア・プラザ 緑区長津田2-11-2

44 山内地区センター 青葉区あざみ野2-3-2

45 日本福音ルーテル　藤が丘教会 青葉区藤が丘2-31-21

46 男女共同参画センター横浜 戸塚区上倉田町435-1

47 泉ふれあいホーム 泉区和泉3540　

48 二ツ橋地域ケアプラザ 瀬谷区二ツ橋町83-4

49 日本バプテスト横浜教会 中区寿町2-5-8　

アラノン 50 横浜市西区福祉保健活動拠点「フクシア」対面朗読室 西区高島2-7-1　ファーストプレイス横浜3階

51 酒害相談 神奈川区鶴屋町2-24-2

52 鶴見区社会福祉協議会 鶴見区鶴見中央４丁目３７−３７ 

53 神奈川区社会福祉協議会 神奈川区反町１丁目８−４

54 藤棚地区センター 西区藤棚町２丁目１９８

55 ボランティアセンター 中区桜木町１丁目１

56 浦舟地域ケアプラザ 南区浦舟町３丁目４６

57 大岡地域ケアプラザ 南区大岡１丁目１４−１

58 港南中央地域ケアプラザ 港南区港南４丁目２−７

59 岩間市民プラザ 保土ケ谷区岩間町１丁目７−１５ 

60 旭公会堂 旭区鶴ケ峰１丁目４−１２

61 磯子地域ケアプラザ 磯子区磯子３丁目１−２２

62 泥亀地域ケアプラザ 金沢区泥亀１丁目２１−５

63 港北支部例会 港北区大豆戸町２６−１　

64 中山地域ケアプラザ 緑区中山町４１３−４

65 もえぎ野地域ケアプラザ 青葉区もえぎ野４−２

66 かけはし都築 都筑区荏田東４丁目１０−３

67 戸塚公会堂 戸塚区戸塚町１２７

68 栄区ボランティアセンター 栄区桂町279-29

69 泉ふれあいホーム 泉区和泉町3540 

70 二ツ橋地域ケアプラザ 瀬谷区二ツ橋町８３−４ 

71 合同例会 中区桜木町１丁目１

72 県立精神医療センター 港南区芹が谷２丁目５−１

73 大石クリニック 中区弥生町４丁目４１

1 矢向地区センター 鶴見区矢向4-32-11

2 聖アンデレ教会 神奈川区三ツ沢下町14-57 

3 かながわ県民サポートセンター　 神奈川区鶴屋町2-24-2

4 不老町地域ケアプラザ 中区不老町3-15-2

5 横浜市健康福祉総合センター 中区桜木町1-1

6 横浜市市民活動支援センター 中区桜木町1-1-56　みなとみらい２１ クリーンセンター４Ｆ

7 南センター 南区南太田2-32-1

8 南区社会福祉協議会 南区浦舟町3-46

9 カトリック二俣川教会 旭区二俣川2-36

10 （横浜市金沢区社会福祉協議会内）いきいきセンター金沢 金沢区泥亀1-21-5ｘ

11 港南中央地域ケアプラザ 港南区港南4－2－7

12 戸塚カトリック教会 戸塚区矢部町641-13

ナラノン 13 かながわ県民サポートセンター　 神奈川区鶴屋町2-24-2

14 横浜市南センター・南寿荘 南区南太田2丁目32-1　

15 横浜ダルクケアセンター 南区宿町2丁目44-5

16 障害者ｽﾎﾟｰﾂ文化ｾﾝﾀｰ　横浜ﾗﾎﾟｰﾙ3階 港北区鳥山町1752

1 高島会場　横浜市西区福祉保健活動拠点 西区高島2-7-1　ファーストプレイス横浜3階

2 関内会場　不老町地域ケアプラザ 中区不老町3-15-2

3 山下町会場　中区社会福祉協議会 中区山下町２　産業貿易センター４Ｆ

4 星川会場 保土ケ谷区社会福祉協議会　多目的研修室 保土ケ谷区川辺町5-11　かるがも３Ｆ

5 かながわ県民活動サポートセンター 神奈川区鶴屋町２－２４－２

6 男女共同参画センター横浜 戸塚区上倉田町４３５－１

7 二ツ橋地域ケアプラザ 瀬谷区二ツ橋町８３－４

8 西谷地区センター 保土ケ谷区西谷町９１８

9 フォーラム南太田 南区南太田１－７－２０

10 東神奈川地区センター 神奈川区神奈川本町８－１

11 新子安地域ケアプラザ 神奈川区新子安１－２－４

12 男女共同参画センター横浜北 青葉区あざみ野南１－１７－３　アートフォーラムあざみ野内

13 横浜・みなと横浜　かながわ県民サポートセンター 神奈川区鶴屋町2-24-2　

14 西区福祉保健活動拠点フクシア 西区高島2-7-1　ファーストプレイス横浜3階

15 男女共同参画センター 戸塚区上倉田町435-1　

16 アートフォーラムあざみ野 青葉区あざみ野南1丁目17-3

NA

横浜ひまわり家族会

GA

ギャマノン

　　　自助グループのミーティング会場
　　　（アルコール）

　　　自助グループのミーティング会場
　　　（薬物）

　　　自助グループのミーティング会場
　　　（ギャンブル）

AA

断酒会



 
 

横浜市における依存症対策の現状調査 

 

               36 

５）横浜市の社会資源 
横浜市内の社会資源の内訳を見ると、神奈川県立精神保健福祉センター、横浜市こ

ころの健康相談センターの２か所があり、18 の区役所、アンケート調査結果から得

られた横浜市内の病院・診療所の医療機関 20か所、依存症回復施設の拠点 10か所、

そして自助グループのミーティング会場は、平成 29年 3月現在で 105か所となって

いる。 

横浜市内の分布状況をみると、全体的には神奈川区南部、西区、中区北部に集中し

ている。また、南部より北部の方がやや多い。 

横浜駅を中心として、交通の便も良いと思われる鉄道沿線近くに公的機関や医療

機関が所在している。相模鉄道本線沿いやブルーライン沿いには回復施設、自助グル

ープのミーティング会場の所在が見受けられる。 

また、情報の公開状況では、特に回復施設や自助グループのミーティングの開催状

況はホームページで分かりやすく案内されている。 
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横 浜 市 内 の 社 会 資 源 の 分 布 状 況 
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別紙拡大図

精神保健福祉センター（２か所） 

○ 区役所福祉保健センター（18か所） 

◇ 病院（５か所） 

□ 診療所（15か所） 

△ 回復施設の拠点（10か所） 

自助グループ＜アルコール＞（73か所） 

自助グループ＜薬物＞（16か所） 

自助グループ＜ギャンブル＞（16か所） 
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横浜市内の社会資源の分布状況（拡大図） 
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○ 区役所福祉保健センター（18か所） 

◇ 病院（５か所） 

□ 診療所（15か所） 

△ 回復施設の拠点（10か所） 

自助グループ＜アルコール＞（73か所） 

自助グループ＜薬物＞（16か所） 

自助グループ＜ギャンブル＞（16か所） 
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【横浜市内の社会資源一覧表】 
 

 
 
  

No. 名称 所在地

1 神奈川県精神保健福祉センター 港南区芹が谷2-5-2

2 横浜市こころの健康相談センター 中区日本大通18番地ＫＲＣビル６階

1 鶴見区役所福祉保健センター 鶴見区鶴見中央3-20-1

2 神奈川区役所福祉保健センター 神奈川区広台太田町3-8

3 西区役所福祉保健センター 西区中央1-5-10

4 中区役所福祉保健センター 中区日本大通35

5 南区役所福祉保健センター 南区浦舟町2-33

6 港南区役所福祉保健センター 港南区港南中央通10-1

7 保土ケ谷区役所福祉保健センター 保土ケ谷区川辺町2-9

8 旭区役所福祉保健センター 旭区鶴ケ峰1-4-12

9 磯子区役所福祉保健センター 磯子区磯子3-5-1

10 金沢区役所福祉保健センター 金沢区泥亀2-9-1

11 港北区役所福祉保健センター 港北区大豆戸町26-1

12 緑区役所福祉保健センター 緑区寺山町118

13 青葉区役所福祉保健センター 青葉区市ケ尾町31-4

14 都筑区役所福祉保健センター 都筑区茅ケ崎中央32-1

15 戸塚区役所福祉保健センター 戸塚区戸塚町16-17

16 栄区役所福祉保健センター 栄区桂町303-19

17 泉区役所福祉保健センター 泉区和泉町4636-2

18 瀬谷区役所福祉保健センター 瀬谷区二ツ橋町190

1 社会福祉法人恩賜財団済生会横浜市東部病院 鶴見区下末吉三丁目６番１号

2 新横浜こころのホスピタル 港北区新横浜一丁目２１番６号

3 昭和大学横浜市北部病院 都筑区茅ヶ崎中央３５－１

4 神奈川病院 旭区川井本町１２２番地１

5 神奈川県立精神医療センター 港南区芹が谷２－５－１

1 小原クリニック 鶴見区鶴見中央１－３１－２－２１３

2 くらちクリニック 神奈川区西神奈川１－１８－１１

3 メンタルクリニック響 青葉区あざみ野２－２－８プロスパあざみ野２０１

4 花と緑のこころのクリニック 青葉区新石川二丁目４番１６　たま南口メディカルセンター

5 医療法人社団ＭＭ会みなとみらい内科クリニック 西区みなとみらい４丁目７番１　２階Ｇ

6 あおぞらクリニック 西区南幸２－１７－６横浜駅西口ダイイチビル５Ｆ

7 大石クリニック 中区弥生町４－４１

8 みなとメンタルクリニック 中区相生町６－１０９ 志村ビル1階

9 まこと心のクリニック 中区不老町１－５－１１　Ｋ－ＳＰＩＲＥビル３Ｆ

10 医療法人財団青山会関内クリニック 中区蓬莱町　１－１－３　ｂｅｌｌｅ関内５階

11 横浜尾上町クリニック 中区尾上町２－１８－１ＹＳビル９階

12 ヒルサイドクリニック 港南区上大岡西１丁目１６番１９号上大岡エントランスビル３階

13 寿町勤労者福祉協会診療所 中区松影町２丁目８番地８

14 関内メンタルクリニック 中区扇町１－１－２５　キンガビル７階

15 青葉台みなみクリニック 青葉区榎が丘１－６　第２森野ビル７Ｆ

1 市民の会　寿アルク 中区松影町3-11-2　三和物産ビル２階

2 横浜ダルク・ケア・センター 南区宿町２－44－５

3 横浜マック 旭区本宿町91－６

4 女性サポートセンター Indah(インダー) 瀬谷区瀬谷４－11－16 足立ビル１階

5 デイケア ぬじゅみ 保土ケ谷区西谷町1230番地サンハイム西谷第一104号

6 ハウスホープヒル 旭区東希望が丘133－１第３コーポラスＣ棟508号室

7 ワンデーポート 瀬谷区相沢４－10－１

8 ＢＢ 南区東蒔田町15－３　ＹＴＣビル１階

9 ステラポラリス 保土ケ谷区宮田町１－４－６カメヤビル２Ｆ

10 ＲＤＰ横浜 神奈川区松本町４－２８－１６弘津ビル２Ｆ

分類

　　　精神保健福祉センター

　　　区役所福祉保健センター

　　　病院

　　　診療所

　　　回復施設の拠点
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【横浜市内の社会資源一覧表 
 

 
 

分類 グループ・団体 No. 施設 所在地

1 神奈川区社会福祉協議会 神奈川区反町1-8-4

2 神奈川地区センター 神奈川区神奈川本町8-1

3 かながわ県民センター 神奈川区鶴屋町2-24-2

4 カトリック戸部教会 西区御所山町8

5 戸部本町地域ケアプラザ　 西区戸部本町50-33

6 西区社会福祉協議会 西区高島2-7-1　ファーストプレイス横浜３F

7 吉田中学コミニュティハウス 中区羽衣町3-84

8 かながわ労働プラザ 中区寿町1-4

9 高齢者ふれあいホーム　木楽な家 中区寿町3-10-2

10 寿町内会館 中区寿町3-12-2　寿生活館２Ｆ

11 寿生活館 中区寿町3-12-2　寿生活館３F 

12 日本キリスト教団なか伝道所 中区寿町3-10-13　金岡ビル３Ｆ

13 はまかぜ 中区寿町４丁目13-1  

14 わくわくワーク大石 中区弥生町4-42

15 不老町地域ケアプラザ 中区不老町3-15-2

16 大鳥中学コミニュティハウス 中区本牧原22-1

17 麦田地域ケアプラザ 中区麦田町1-26-2　

18 横浜市市民活動支援センター 中区桜木町1-1-56　クリーンセンター４Ｆみなとみらい２１ 

19 浦舟地域ケアプラザ　 南区浦舟町3-46　

20 大岡地域ケアプラザ 南区大岡1-14-1

21 中央浩生館 南区中村町3-211

22 南センター 南区南太田2-32-1

23 民衆館 南区睦町1-27

24 上大岡コミュニティハウス 港南区上大岡東2-9-38

25 港南区福祉保健活動拠点 港南区港南4-2-8　そよかぜの家３Ｆ

26 西谷地区センター 保土ケ谷区西谷町918

27 保土ケ谷区社会福祉協議会 保土ケ谷区川辺町5-11　かるがも３Ｆ

28 セントメリー幼稚園 保土ケ谷区月見台270

29 旭区市民活動支援センター「みなくる」 旭区鶴ケ峰2-82-1　

30 鶴ヶ峰地域ケアプラザ 旭区鶴ケ峰一丁目38-3　

31 旭区社会福祉協議会 旭区鶴ケ峰1-6-35　

32 神奈川病院 旭区川井本町122-1

33 二俣川カトリック教会 旭区二俣川2-36

34 都岡地区センター 旭区今宿西町292-2

35 カトリック磯子教会 磯子区磯子3-8-14

36 岡村中学 コミュニティハウス 磯子区岡村1-14-1 

37 根岸地域ケアプラザ 磯子区馬場町1-42

38 屏風ケ浦地域ケアプラザ 磯子区森4-1-17

39 いきいきセンター金沢 金沢区泥亀1-21-5

40 大倉山記念館 港北区太尾町706

41 カトリック菊名教会 港北区篠原北2-15-17

42 港北区社会福祉協議会 港北区大豆戸13-1吉田ビル３Ｆ

43 長津田地域ケア・プラザ 緑区長津田2-11-2

44 山内地区センター 青葉区あざみ野2-3-2

45 日本福音ルーテル　藤が丘教会 青葉区藤が丘2-31-21

46 男女共同参画センター横浜 戸塚区上倉田町435-1

47 泉ふれあいホーム 泉区和泉3540　

48 二ツ橋地域ケアプラザ 瀬谷区二ツ橋町83-4

49 日本バプテスト横浜教会 中区寿町2-5-8　

アラノン 50 横浜市西区福祉保健活動拠点「フクシア」対面朗読室 西区高島2-7-1　ファーストプレイス横浜3階

51 酒害相談 神奈川区鶴屋町2-24-2

52 鶴見区社会福祉協議会 鶴見区鶴見中央４丁目３７−３７ 

53 神奈川区社会福祉協議会 神奈川区反町１丁目８−４

54 藤棚地区センター 西区藤棚町２丁目１９８

55 ボランティアセンター 中区桜木町１丁目１

56 浦舟地域ケアプラザ 南区浦舟町３丁目４６

57 大岡地域ケアプラザ 南区大岡１丁目１４−１

58 港南中央地域ケアプラザ 港南区港南４丁目２−７

59 岩間市民プラザ 保土ケ谷区岩間町１丁目７−１５ 

60 旭公会堂 旭区鶴ケ峰１丁目４−１２

61 磯子地域ケアプラザ 磯子区磯子３丁目１−２２

62 泥亀地域ケアプラザ 金沢区泥亀１丁目２１−５

63 港北支部例会 港北区大豆戸町２６−１　

64 中山地域ケアプラザ 緑区中山町４１３−４

65 もえぎ野地域ケアプラザ 青葉区もえぎ野４−２

66 かけはし都築 都筑区荏田東４丁目１０−３

67 戸塚公会堂 戸塚区戸塚町１２７

68 栄区ボランティアセンター 栄区桂町279-29

69 泉ふれあいホーム 泉区和泉町3540 

70 二ツ橋地域ケアプラザ 瀬谷区二ツ橋町８３−４ 

71 合同例会 中区桜木町１丁目１

72 県立精神医療センター 港南区芹が谷２丁目５−１

73 大石クリニック 中区弥生町４丁目４１

1 矢向地区センター 鶴見区矢向4-32-11

2 聖アンデレ教会 神奈川区三ツ沢下町14-57 

3 かながわ県民サポートセンター　 神奈川区鶴屋町2-24-2

4 不老町地域ケアプラザ 中区不老町3-15-2

5 横浜市健康福祉総合センター 中区桜木町1-1

6 横浜市市民活動支援センター 中区桜木町1-1-56　みなとみらい２１ クリーンセンター４Ｆ

7 南センター 南区南太田2-32-1

8 南区社会福祉協議会 南区浦舟町3-46

9 カトリック二俣川教会 旭区二俣川2-36

10 （横浜市金沢区社会福祉協議会内）いきいきセンター金沢 金沢区泥亀1-21-5ｘ

11 港南中央地域ケアプラザ 港南区港南4－2－7

12 戸塚カトリック教会 戸塚区矢部町641-13

ナラノン 13 かながわ県民サポートセンター　 神奈川区鶴屋町2-24-2

14 横浜市南センター・南寿荘 南区南太田2丁目32-1　

15 横浜ダルクケアセンター 南区宿町2丁目44-5

16 障害者ｽﾎﾟｰﾂ文化ｾﾝﾀｰ　横浜ﾗﾎﾟｰﾙ3階 港北区鳥山町1752

1 高島会場　横浜市西区福祉保健活動拠点 西区高島2-7-1　ファーストプレイス横浜3階

2 関内会場　不老町地域ケアプラザ 中区不老町3-15-2

3 山下町会場　中区社会福祉協議会 中区山下町２　産業貿易センター４Ｆ

4 星川会場 保土ケ谷区社会福祉協議会　多目的研修室 保土ケ谷区川辺町5-11　かるがも３Ｆ

5 かながわ県民活動サポートセンター 神奈川区鶴屋町２－２４－２

6 男女共同参画センター横浜 戸塚区上倉田町４３５－１

7 二ツ橋地域ケアプラザ 瀬谷区二ツ橋町８３－４

8 西谷地区センター 保土ケ谷区西谷町９１８

9 フォーラム南太田 南区南太田１－７－２０

10 東神奈川地区センター 神奈川区神奈川本町８－１

11 新子安地域ケアプラザ 神奈川区新子安１－２－４

12 男女共同参画センター横浜北 青葉区あざみ野南１－１７－３　アートフォーラムあざみ野内

13 横浜・みなと横浜　かながわ県民サポートセンター 神奈川区鶴屋町2-24-2　

14 西区福祉保健活動拠点フクシア 西区高島2-7-1　ファーストプレイス横浜3階

15 男女共同参画センター 戸塚区上倉田町435-1　

16 アートフォーラムあざみ野 青葉区あざみ野南1丁目17-3

NA

横浜ひまわり家族会

GA

ギャマノン

　　　自助グループのミーティング会場
　　　（アルコール）

　　　自助グループのミーティング会場
　　　（薬物）

　　　自助グループのミーティング会場
　　　（ギャンブル）

AA

断酒会
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２-２ 横浜市外の社会資源 

 
１）都道府県、指定都市の精神保健福祉センター 

精神保健福祉センターは、「精神保健の向上及び精神障害者の福祉の増進を図るた

め」に設置された相談機関で、精神保健及び精神障害者福祉に関する法律第６条に規

定されているとおり、精神保健及び精神障害者の福祉に関する知識の普及を図り、調

査研究を行い、並びに相談及び指導のうち複雑困難なものを行うとともに、精神医療

審査会の事務のうち、専門的な知識及び技術を必要とするものを行う施設として都

道府県（指定都市を含む）に設置されている。 

精神保健福祉センターの業務は、企画立案、技術指導及び技術援助、教育研修、普

及啓発、調査研究、資料の収集、分析及び提供、精神保健福祉相談、組織の育成、精

神医療審査会の審査に関する事務並びに自立支援医療（精神通院医療）及び精神障害

者保健福祉手帳の判定などに大別されるが、それらは極めて密接な関係にあり、これ

らの業務の総合的な推進によって地域精神保健福祉活動の実践が行われなければな

らないとされている。 

 

①精神保健福祉センターの業務 

  ○企画立案 

  地域精神保健福祉を推進するため、都道府県の精神保健福祉主管部局及び関係

諸機関に対し、専門的立場から、社会復帰の推進方策や、地域における精神保健福

祉施策の計画的推進に関する事項等を含め、精神保健福祉に関する提案、意見具申

等をする。 

   

  ○技術指導及び技術援助 

  地域精神保健福祉活動を推進するため、保健所、市町村及び関係諸機関に対し、

 専門的立場から、積極的な技術指導及び技術援助を行う。 

 

   ○人材育成 

保健所、市町村、福祉事務所、障害者自立支援法に規定する障害福祉サービスを

行う事業所等その他の関係諸機関等で精神保健福祉業務に従事する職員等に、専

門的研修等の教育研修を行い、技術的水準の向上を図る。 

 

  ○普及啓発 

  都道府県規模で一般住民に対し、精神保健福祉の知識、精神障害についての正しい

知識、精神障害者の権利擁護等について普及啓発を行うとともに、保健所及び市町村

が行う普及啓発活動に対して専門的立場から協力、指導及び援助を行う。 
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○調査研究 

地域精神保健福祉活動の推進並びに精神障害者の社会復帰の促進及び自立と社

会経済活動への参加の促進等についての調査研究をするとともに、必要な統計及

び資料を収集整備し、都道府県、保健所、市町村等が行う精神保健福祉活動が効果

的に展開できるよう資料を提供する。 

 

  ○精神保健福祉相談 

センターは、精神保健及び精神障害者福祉に関する相談及び指導のうち、複雑又

は困難なものを行う。心の健康相談から、精神医療に係る相談、社会復帰相談をは

じめ、アルコール、薬物、思春期、認知症等の特定相談を含め、精神保健福祉全般

の相談を実施する。センターは、これらの事例についての相談指導を行うためには、

総合的技術センターとしての立場から適切な対応を行うとともに、必要に応じて

関係諸機関の協力を求めるものとする。 

 

  ○組織育成 

地域精神保健福祉の向上を図るためには、地域住民による組織的活動が必要で

ある。このため、センターは、家族会、患者会、社会復帰事業団体など都道府県単

位の組織の育成に努めるとともに、保健所、市町村並びに地区単位での組織の活動

に協力する。 

 

  ○精神医療審査会の審査に関する事務 

  精神医療審査会の開催事務及び審査遂行上必要な調査その他当該審査会の審査

 に関する事務を行うものとする。 また、法第 38 条の４の規定による請求等の受

 付についても、精神保健福祉センターにおいて行うなど審査の客観性、独立性を確

 保できる体制を整えるものとする。 

 

  ○自立支援医療（精神通院医療）及び精神障害者保健福祉手帳の判定 

  センターは、法第 45条第１項の規定による精神障害者保健福祉手帳の申請に対

 する判定業務及び障害者自立支援法第 52条第１項の規定による自立支援医療（精

 神通院医療）の支給認定を行うものとする。 

 

出典：全国精神保健福祉センター長会ホームページ 
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表：全国精神保健福祉センター一覧 

（全国精神保健福祉センター長会ホームページより作成） 
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②全国の精神保健福祉センター69 か所の中から、アルコール、薬物、ギャンブルの依

存症について、■回復プログラム、■家族教室・研修、■冊子やリーフレットの作成、

講演会の実施等による普及啓発、の実施状況に関して、情報収集を行った。 

  

 
【北海道立精神保健福祉センター】 

北海道立精神保健福祉センターでは、家族セミナーの開催、研修実施のほか、本人

や家族を支援するための民間団体の活動をサポートするグループ支援を行っている。 

 

■家族教室 

平成 28 年度に、薬物問題を持つ人のご家族の方々が、薬物依存症について理解

し、対応方法を考える１日「ワンデイ・セミナー」を開催した。 

 

「ワンデイ・セミナーのチラシ」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：北海道立精神保健福祉センターホームページ 
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■普及啓発 

・冊子 

薬物依存相談に関して、回復施設や自助グループなども紹介したパンフレット

を発行している。 

 

「薬物依存相談の案内リーフレット」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：北海道立精神保健福祉センターホームページ 
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・研修会 

精神障害を持つ方に関わっている市町村の担当や福祉関係施設・医療施設職員

などへの精神保健福祉の基礎的研修を行っている。また、従来から関わってきた

方々に対しての専門研修も行っている。 

 

「平成 28年度の教育研修計画」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：北海道立精神保健福祉センターホームページ 
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・グループ支援 

本人や家族を対象としたさまざまなグループ支援を行っている。 
 

〈支援グループ〉 

「薬物依存症回復支援研究会（ドラ研）」 

薬物問題を持った当事者が薬物を止めるための具体的手立てを学習し、仲間

との出会いを通して、依存症からの回復を支え合うグループで、毎月第１・３

木曜日の 14：00～15：30に活動を行っている。 

 

「薬物依存症回復支援～ドラ研～のチラシ」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：北海道立精神保健福祉センターホームページ 
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「ギャンブル研究会」 

 ”ギャンブルをやめたい”と思っているのにやめられない方を対象に、毎月

第２・４火曜日 18：30～20：00に活動している 

 

「平成 29年３月のグループ活動日程の案内チラシ」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：北海道立精神保健福祉センターホームページ 

 

 

 

 

 

 



 
 

横浜市における依存症対策の現状調査 

 

               49 

【栃木県精神保健福祉センター】 

栃木県では、民間団体に委託し、薬物依存症からの回復や社会復帰を支援するプロ

グラムを実施しているほか、自助グループへの参加のステップであるアディクショ

ンミーティング「ＴＡＬＫ」や薬物乱用・依存症者の家族援助を目的とした、「ガイ

ドポスト」（薬物依存を家族と共に考える会）を実施している。 

 

■回復プログラム 

平成 21 年度から、覚醒剤、大麻、麻薬、あへんなどの違法薬物等による薬物依

存症からの回復を目指す「栃木県薬物再乱用防止教育事業」、「薬物相談事業」、家

族の精神的な支援を行う「家族会事業」、プログラム修了者に対する定期的な「経

過観察指導事業」を統括した薬物依存症対策事業を実施している。 

栃木県薬物再乱用防止教育事業では、県から委託を受けた薬物依存症からの回

復及び社会復帰を支援する民間団体が、違法薬物等を使用したいという欲求を解

消させる方法を組み入れたプログラムを年間 60回実施しており、受講者は、委託

業者が指定した会場に通いながら、原則回復するまで続けられる。 
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「薬物再乱用防止教育事業案内のチラシ」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：栃木県精神保健福祉センターホームページ 
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■グループワーク・家族教室 

「嗜癖関連問題ミーティング（ＴＡＬＫ）」 

精神保健福祉センターで個別相談を受けている方で、自助グループへの参加が

必要と思われる方を対象に、自助グループへのステップとして、ミーティングを

実施している。 

 

「嗜癖関連問題ミーティング（ＴＡＬＫ）のチラシ」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：栃木県精神保健福祉センターホームページ 
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「薬物依存を家族と共に考える会（ガイドポスト）」 

平成 10 年９月から、薬物乱用・依存症者の家族への援助の一環として、「ガイ

ドポスト」（薬物依存を家族と共に考える会）を開始している。この会は、薬物

依存症者を抱えた家族に対して心理教育的なアプローチを用い、薬物依存症に

ついての正しい知識を獲得し、回復につながる対応を学んでもらい、家族が問

題に巻き込まれ混乱した状況や孤立した状況から解放されることで、薬物依存

症者自身の回復や自立を促していくことを目的としている。 
 

「薬物依存を家族と共に考える会（ガイドポスト）のチラシ」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

出典：栃木県精神保健福祉センターホームページ 
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【群馬県こころの健康センター】 

群馬県こころの健康センターは、精神保健福祉法で定める「精神保健福祉センター」

であるとともに、群馬県の精神科救急医療体制の中の「精神科救急情報センター」と

なっている。依存症の家族教室や、家族のための回復プログラム（ＧＩＦＴ）を行っ

ている。 
 

■家族教室 

「依存症者の家族教室」 

薬物やアルコール等の問題で困っている家族の方を対象に、本人への対応の仕方

について学ぶために、「ＧＩＦＴ」というプログラムを実施している。 

また、ＧＩＦＴの他にも、回復した当事者や家族、依存症専門病院からの講義や

講話、参加者が困っていることや経験を話したり、アドバイスがもらえるミーティ

ングなども行っている。 

 

◎概要  

日時 毎月第２火曜 午後１時 30分～４時 00分 

会場 群馬県こころの健康センター 

 

回 講義内容 講師 

１ 薬物依存症からの回復パターン ダルクスタッフ 

２ 本人からのメッセージ ダルクスタッフ 

３ 薬物依存症とは センター医師 

４ 家族グループミーティング センター職員 

５ 薬物依存症に纏わる法律 弁護士 

６ 先輩家族からのメッセージ 回復者家族 

７ 家族の対応とカウンセリングについて 臨床心理士 

８ 薬物依存症の対応 精神科医師 

９ 気持ちが楽になるコミュニケーションのとり方 アサーティブトレーナー 

出典：群馬県こころの健康センターホームページ 
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「ぐんま依存症ファミリートレーニング（GIFT）テキストの表紙」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：群馬県こころの健康センターホームページ 
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■普及啓発 

平成 26 年度に、群馬県こころの県民講座（県民カレッジ連携講座）で薬物依存

症に関する講座を開催。 

その他、渋川保健福祉事務所主催でインターネット依存の対応と予防の研修を

行っている。 

 

 
 

 

「薬物依存研修のチラシ」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：群馬県こころの健康センターホームページ 
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「インターネット依存の対応と予防の研修チラシ」 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：群馬県こころの健康センターホームページ 

 

 

 

 

  



 
 

横浜市における依存症対策の現状調査 

 

               57 

【埼玉県立精神保健福祉センター】 

埼玉県精神保健福祉センターでは、さいたま市を除く埼玉県民向けにアルコール

依存症と薬物依存症の家族教室を開催している。 

 

■家族教室 

埼玉県立健康保険福祉センターでは、「アルコール依存症家族教室」と「薬物依

存症家族教室」と開催しており、埼玉県民（さいたま市以外にお住まいの方）で、

依存症の方のご家族を対象としている。まずは来所相談を行い、相談を継続する中

で、希望に応じて家族教室を案内している。 

主な開催内容は、以下のとおりである。 

 

〈アルコール依存症家族教室〉 

内容 講師・助言者 

第１回アルコール依存症について 精神科医師 

第２回家族の中で起きていること 精神保健福祉士、臨床心理士、看護師など 

第３回本人の回復・自助グループについて アルコール依存症自助グループ メンバー 

第４回家族の回復について 家族の自助グループ メンバー 

 ＜日時＞火曜日午後１時 30分から３時 00分まで 

 ※全４回でひとつのコースで、必ず４回続けて参加 

出典：埼玉県立精神保健福祉センターホームページ 

 

 

〈薬物依存症家族教室〉 

内容 講師・助言者 

第１回アルコール依存症について 精神科医師 

第２回家族の中で起きていること 精神保健福祉士、臨床心理士、看護師など 

第３回本人の回復・自助グループについて アルコール依存症自助グループ メンバー 

第４回家族の回復について 家族の自助グループ メンバー 

＜日時＞火曜日午後１時 30分から３時 00分まで 

   ※全４回でひとつのコースで、必ず４回続けて参加 

出典：埼玉県立精神保健福祉センターホームページ 
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【さいたま市こころの健康センター】 

さいたま市こころの健康センターでは、ギャンブル依存症を特集するホームペー

ジが開設されており、ギャンブル依存症の自己チェックが掲載されている。 

 

■普及啓発 

・ホームページ 

ギャンブル依存症の主な症状や支援方法の他、ギャンブル依存症の自己チェッ

ク表が掲載されている。 

 

「ギャンブル依存症の自己チェック表」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：さいたま市こころの健康センターホームページ 
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【東京都立精神保健福祉センター、東京都立中部総合精神保健福祉センター、東京都立

多摩総合精神保健福祉センター】 

東京都には、３か所のセンターがあり、各センターで、アルコール、薬物、ギャン

ブル等の依存症関連の相談（本人向け、家族向け）の回復プログラムを実施している。

また依存症関連のリーフレットや冊子の作成や研修等により、普及啓発に取組んで

いる。 

 

■回復プログラム 

「依存症回復プログラム」（東京都立精神保健福祉センター） 

薬物問題からの回復を目指す本人を対象にしたプログラムを実施。全 24回のコ

ースで、どの回からでも、何回でも参加可能。テキストを中心にして、グルー

プ形式で実施。 

（１）日時   毎月第１から第４火曜日の午後２時から３時 30分 

（２）会場   精神保健福祉センター会議室 

（３）対象   薬物問題でお困りの方（本人） 

（４）参加費  無料 

（５）参加方法 電話で相談。本人との面談後、参加可否の連絡。 

               場合によっては、よりよいと思われる機関のご紹介もある。 

 

「ＴＡＭＡＲＰＰ（タマープ）」 

（東京都立多摩総合精神保健福祉センター） 

 薬物やアルコールの依存の問題で困

っている方を対象に、薬物やアルコー

ルを使わない生活を続けていくための

プログラムを実施。認知行動療法のテ

キストを用いたプログラム。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「ＴＡＭＡＲＰＰ（タマープ）のチラ

シ」 

出典：東京都立多摩総合精神保健福祉センターホームページ 
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■家族教室 

「薬物相談家族教室」（東京都立精神保健福祉センター） 

薬物問題を持つ家族の方への教育プログラムを実施。 

家族自身が薬物依存症に対する正しい知識と適切な対応を学ぶことを目的とし

ている。 

 

◎概要  

日時 毎月第１・第２・第３水曜日の午後１時 30分から３時 30分まで 

会場 精神保健福祉センタ－会議室 

対象 薬物問題を持つ家族の方及び関係機関職員の方 

回 講義内容 講師 

１ 薬物依存症からの回復パターン ダルクスタッフ 

２ 本人からのメッセージ ダルクスタッフ 

３ 薬物依存症とは センター医師 

４ 家族グループミーティング センター職員 

５ 薬物依存症に纏わる法律 弁護士 

６ 先輩家族からのメッセージ 回復者家族 

７ 家族の対応とカウンセリングについて 臨床心理士 

８ 薬物依存症の対応 精神科医師 

９ 気持ちが楽になるコミュニケーションのとり方 アサーティブトレーナー 

出典：東京都立精神保健福祉センターホームページ 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

横浜市における依存症対策の現状調査 

 

               61 

「アルコール・ギャンブル家族教室」（東京都立精神保健福祉センター） 

アルコール・ギャンブル問題を持つ族の方へ家族教室を実施。 

プログラムは１クール６回で、参加はどの回からも可能で、何回でも参加

可能。参加希望者にはあらかじめ個別面接を受ける必要がある。（予約制） 

 

(１)日時 第１木曜・第２木曜・第３木曜 午後１時 30分から午後３時 30分 

(２)会場 都立精神保健福祉センター 

(３)対象 アルコール・ギャンブル問題を持つ家族の方及び関係機関職員の方 

 

回 講義内容 講師 

１ 
依存問題の背景とは？ 

様々な依存症の家族対応 
精神保健福祉士 

２ アルコール問題と対応のしかた 
心理職 

精神保健福祉士 

３ 依存症とは？ センター医師 

４ 
酒なし生活術 

家族グループミーティング 

センター職員 

回復者本人 

５ 
依存症と家族の心理 

家族のコミュニケーション 

アサーティブトレーナー 

心理職 

６ 回復途上者からのメッセージ 回復者本人 

出典：東京都立精神保健福祉センターホームページ 
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「『アルコール・ギャンブル依存症』家族講座（中部総合精神保健福祉センター）」 

電話相談の他、薬物問題について個別相談を継続中の方を対象として、アルコ

ール・ギャンブルなどの家族を対象とした、家族講座も実施している。 

 

 ◎概要  

  毎回金曜日 午前 10時から 12時まで 

  ・家族が薬物の問題についての正しい知識を身につける。 

  ・対応方法や解決方法を学ぶ。 

  ・家族が自分自身の回復について学ぶ。 

平成 28 年度プログラム 

☆１回 依存症とは 

☆２回 依存症への対応と家族の回復 

     ３回 依存症医療とその実際 

     ４回 先行く回復者からのメッセージ 

     ５回 先行く家族からのメッセージ 

☆６回 依存症をめぐる法律問題への対応 

☆７回 上手なコミュニケーションで治療につなげる 

（☆はギャンブル対象） 

 

出典：東京都立中部総合精神保健福祉センターホームページ 
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「薬物・アルコール等家族教室」 

薬物やアルコール等の問題を抱える家族を対象として、週１回火曜日に家族教

室を実施している。 

 

「薬物・アルコール等家族教室のチラシ」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：東京都立多摩総合精神保健福祉センターホームページ 
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■普及啓発 

アルコール、薬物、ギャンブルに関して、リーフレットを作成し、普及啓発を図

っている。 

 

「アルコール依存症関連のリーフレット」（３か所共通） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：東京都立精神保健福祉センターホームページ 
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「薬物依存症関連のリーフレット」（３か所共通） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：東京都立精神保健福祉センターホームページ 
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「ギャンブル依存症関連のリーフレット」（３か所共通） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：東京都立精神保健福祉センターホームページ 
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■その他プログラム 

「ＯＰＥＮ（若者向け薬物乱用防止プログラム）」 

（都立中部総合精神保健福祉センター） 

近年、高校生や大学生など若者における薬物問題が注目されているため、東京都

立中部総合精神保健福祉センターでは、「認知行動療法」をベースとして若者向け

の薬物乱用防止プログラムを開始している。このプログラムでは、ワークブックを

用いて、再乱用に至るメカニズムの理解や、再乱用を防止するための対処スキルを

身につけていく。 

「OPEN（若者向け薬物乱用防止プログラム）のチラシ」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：東京都立中部総合精神保健福祉センターホームページ 
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「OPEN（若者向け薬物乱用防止プログラム）の内容」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：東京都立中部総合精神保健福祉センターホームページ 
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【長野県精神保健福祉センター】 

長野県精神保健福祉センターでは、アルコール、薬物、ギャンブルの全ての依存症

者に対応する独自の回復プログラム「ＡＲＰＰＳ」を作成し、実施している。また、

アルコール、薬物、ギャンブル依存症に関する多様な冊子やリーフレットを作成し、

普及啓発に取組んでいる。 

 

■回復プログラム 

・「ＡＲＰＰＳ」 

長野県内では、こころの医療センター

駒ケ根で、同院に入通院している薬物  

依存症者を対象とした治療・回復プロ

グラムの「ＫＯＭＡＲＰＰ（コマー

プ）」が活用されているが、アルコー

ルやギャンブル依存症者も含めて県内

のどこででも活用できるプログラムが

求められていたことから、依存症の治

療・回復プログラムの普及を図る厚生

労働省の助成事業を活用して、アルコ

ール･薬物･ギャンブルの依存症者に対

する長野県独自の治療・回復プログラ

ム「ＡＲＰＰＳ」を作成した。 

「ＡＲＰＰＳ」は、薬物、アルコー

ル、ギャンブル依存症者を対象とする

治療・回復プログラムであり、概ね十

数回程度のグループミーティングによ

り、依存症の特性を理解し、回復のた

めに必要な考え方や生き方、コミュニ

ケーションスキルなどを学び、実践す

るプログラムである。長野県精神保健

福祉センターでは、「ＡＲＰＰＳ」を活

用したプログラムを実施するほか、医

療機関等に普及を図っている。 

 

 
  

出典：長野県精神保健福祉センターホームページ 
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■家族教室・研修会 

平成 28 年度に開催した家族教室、及び研修会は、以下のとおりである。 

  

・ギャンブル依存症家族教室 

ギャンブルの問題を抱える家族の方を対象としたギャンブル依存症家族講座。 

 

 

「ギャンブル依存症家族講座のチラシ」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

出典：長野県精神保健福祉センターホームページ 
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・グループミーティング 

〈依存症当事者グループ〉 

依存症に関する正しい知識や理解を深め、アルコール、薬物、ギャンブルに頼ら

ない生き方を目指す仲間が集まり、ミーティングを開催している。 

 

「平成 28年度当事者グループミーティングのチラシ」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：長野県精神保健福祉センターホームページ 
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〈依存症家族グループ〉 

同じ悩みを持つ家族と気持ちを共有しながら、本人への対応などを話しあうグ     

ループミーティングを開催している。 

 

「平成 28年度依存症家族グループミーティングのチラシ」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：長野県精神保健福祉センターホームページ 
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・依存症対応スキルアップ研修会 

アルコール・薬物・ギャンブル依存症への理解を深めるための依存症研修会。 

 

・薬物依存症研修会 

薬物依存症へ対応するためのスキルを学ぶ依存症技術研修会。 

 

・アルコール問題研修会 

アルコール健康障害対策基本法を学び、アルコール健康障害への理解を深める依

存技術研修会。 

   

 

 

■普及啓発 

アルコール、薬物、ギャンブルに関して、様々なハンドブックやリーフレットを

作成し、普及啓発を図っている。 

  

 

 

「アルコール問題相談対ハンドブックの表紙および薬物依存症支援者のための相談対応ハンドブックの表紙」

アルコール問題の相談に活用できる 

「アルコール問題相談受付票」を掲載 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

関係機関の連携による薬物依存症者 

の支援を目的として発行 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：長野県精神保健福祉センターホームページ 
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「依存症周知のリーフレット」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：長野県精神保健福祉センターホームページ 
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「アルコール問題相談対応のリーフレット」 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：長野県精神保健福祉センターホームページ 
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「薬物依存症のリーフレット」 

〈家族向け〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈本人向け〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：長野県精神保健福祉センターホームページ 
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「ギャンブル依存症の理解・対応についてまとめたリーフレットの表紙」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：長野県精神保健福祉センターホームページ 
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【愛知県精神保健福祉センター】 

愛知県精神保健福祉センターでは、独自の回復プログラムである「AIMARPP」を

作成し、実施しているほか、「愛知県薬物問題支援機関リスト」を作成し、NPO 等民

間支援団体などに関する情報を提供している。 

 

 

■回復プログラム  

当事者支援として、平成 26年度より「ＳＭＡＲＰＰ」

を利用した回復支援事業を行っていた。平成 27年１月

に、「ＳＭＡＲＰＰ」 や先行実施している各センターの

ワークブックを基に作成した回復支援プログラム「Ａ

ＩＭＡＲＰＰ」を作成し、現在は、ＳＭＡＲＰＰに代わ

り愛知県精神保健福祉センターの回復支援プログラム

のワークブックとして使用している。 

  

 

「回復プログラムのチラシ」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：愛知県精神保健福祉センターホームページ 
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■家族教室 

薬物依存に関する学習と家族同士の交流を目的に、薬物問題に関する家族教室

を開催している。家族教室は、相談を受ける関係者の学習の場ともなっている。 

 

「家族教室のチラシ」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：愛知県精神保健福祉センターホームページ 
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■普及啓発 

・冊子 

薬物問題の支援機関について、「愛知県薬物問題支援機関リスト」を作成してい

る。リストでは、県・市町村期間や医療機関、NPO 等民間支援団体などに関す

る連絡先やホームページアドレスなどの基礎情報のほか、参加対象者や活動内

容なども掲載されている。 

 

「愛知県薬物問題支援機関リストの表紙」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：愛知県精神保健福祉センターホームページ 
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【三重県こころの健康センター】 

三重県こころの健康センターでは、NPO 法人三重ダルクと協働・共催で依存症

に関する講演会やフォーラムを開催するほか、メールマガジンを活用した普及啓発

を行っている。 

 

■家族教室 

薬物・アルコール・ギャンブル等の依存症問題で困っている家族を対象に、共通

する多くの悩みや不安について一緒に考えたり、話し合ったりする場として「家族

教室」を開催している。「依存症」について学び、回復につながる対応方法を話し

合い、さらには家族自身を振り返る機会を提供している。 

 

「依存症問題家族教室のチラシ」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：三重県こころの健康センター 
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■普及啓発 

・冊子、リーフレット等 

「依存症社会資源情報」 

依存症に関する支援機関や社会資源の

情報に関する冊子を「こころのケアガイ

ドブック」から抜粋（一部追加）して平

成 28年 10月改訂版を作成している。依

存症全般の相談機関、アルコール、薬物、

ギャンブル依存症、摂食障害に加え、そ

の他依存症としてネット依存や窃盗癖、

買い物依存症、性嗜好障害についても掲

載されている。 

 

 

 

  

 

 

「薬物（シンナー・覚醒剤など）を使い始めてしまったら」 

「薬物を使い始めてしまったら、家族・本人はどうしたらいいのか」をテーマに、

薬物使用のきっかけ～回復までのポイントをセンターパンフレットから抜粋し

てホームページ上に掲載している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：三重県こころの健康センターホームページ 

   

出典：三重県こころの健康センターホームページ 
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・ホームページ、メールマガジン  

「自助グループなどの紹介と連絡先」 

ホームページ上で、「自助グループ」、

「NA・NAR-ANON」、「三重断酒新生

会」、「AA・Al-Anon アラノン家族グ

ループ」それぞれの活動日時、活動場

所、連絡先などを紹介している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：三重県こころの健康センターホームページ 

 

「メールマガジン」 

   平成 22 年度より関係機関向けに年４回、メールマガジン（センターだより

「こころの健康」）の配信している。また、ホームページ上では、バックナンバ 

ーが掲載されている。 

  なお、平成 28 年度については、1 月発行に発行した「センターだより 心の

健康第 27号」で、依存症をテーマに取り上げている。 
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「センターだより 心の健康 第 27号（１ページ目）」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：三重県こころの健康センターホームページ 
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・講演会、フォーラム、研修会 

〈講演会〉 

平成 28 年度は、NPO 法人三重ダルクとの協働により、講演会を実施してい

る。テーマは「当事者を中心とした依存症治療・回復支援」で、医療、保健、

福祉、教育、更生保護など精神保健福祉および依存症関連問題に従事する方々

を対象としている。 

 

「講演会のチラシ」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  出典：三重県こころの健康センターホームページ 
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〈フォーラム〉 

毎年、NPO 法人三重ダルクと共催で、県民をはじめ、依存症で悩まれてい

る当事者、家族、支援者（教育、医療、保健、福祉、更生保護などに従事する

者）を対象に 「薬物依存症フォーラム」 を開催している。平成 28年度の実

施内容は、講演（「依存症の本質と回復へのヒント」）と対談（「私たちの回復

のために必要なこと」）で、170名が参加した。 

 

「薬物依存症フォーラムのチラシ」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：三重県こころの健康センターホームページ 
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【大阪府こころの健康総合センター】 

大阪府では、依存症治療拠点機関設置運営事業を活用した依存症関係機関のネッ

トワークである大阪アディクションセンターを設立し、依存症対策に取組んでいる

ほか、大阪府こころの健康総合センターにおいても、家族教室や事例検討会を実施し

ている。 

 

■家族教室 

・薬物依存症者家族サポートプログラム 

薬物の問題で困っている家族のためのプログラムであり、「CRAFT26ワークブ

ック」に基づいたテキストを使用している。平成 28年度は、２グループに分け

て、全８回、開催している。 

「薬物依存症者家族サポートプログラムのチラシ」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：大阪府こころの健康総合センターホームページ 

                                                   
26 CRAFT（クラフト）…Community Reinforcement And Family Training：飲酒問題

や薬物問題に悩む家族のためにアメリカで開発されたプログラム。対立を招かずに、治

療を勧める方法を学ぶ。 
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■普及啓発 

・冊子、リーフレット等 

「飲酒運転に潜むアルコール依存症」 

飲酒運転防止の啓発や大規模な取締りがありながらも飲酒運転がなかなか減

らないことの背景に、アルコール依存症をはじめとする飲酒問題が控えてい

ることが推測されています。飲酒運転違反歴のある男性ドライバーのほぼ二

人に一人がアルコール依存症の疑いがあった、という調査もあります。 

このパンフレットは飲酒運転が引き起こす不幸な事故が無くなることを願っ

て作成いたしました。 

   ※「はじめに」より抜粋 

 

「飲酒運転に潜むアルコール依存症のチラシ」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 出典：大阪府こころの健康総合センターホームページ 
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「アルコール問題で悩んでいる人向けのリーフレット」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：大阪府こころの健康総合センターホームページ 
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「処方薬依存の問題で困っている人向けのリーフレット」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

出典：大阪府こころの健康総合センターホームページ 

  



 
 

横浜市における依存症対策の現状調査 

 

               91 

「ギャンブルの問題で悩んでいる人向けのリーフレット」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    出典：大阪府こころの健康総合センターホームページ 
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・研修 

平成 28 年度は、大阪府内（大阪市および堺市を除く）の保健・福祉・医療・

司法・教育分野の関係者を対象に、薬物依存症者およびその家族の相談事例に

ついて、講師の助言を得ながら、ケースの理解を深める事例検討会を実施し

た。各分野から参加している職員がそれぞれの機関の役割や課題など現状を報

告し、連携につなげることも目的の一つとしている。 

 

「研修案内のチラシ」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    出典：大阪府こころの健康総合センターホームページ 
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【島根県立心と体の相談センター】 

島根県立心と体の相談センターでは、ギャンブル障害に特化した回復トレーニン

グプログラムである「SAT－G」を実施しているほか、ギャンブル障害の簡易チェッ

クなどが掲載されたリーフレットを発行するなど、ギャンブル依存症に特徴を持っ

た取組を行っている。 

 

■回復プログラム 
・「SAT－G（島根ギャンブル障がい回復トレーニングプログラム）」 

 ギャンブルに頼らない生活を取り戻すことを目指し、主に「自身のギャンブル

問題の整理」「ギャンブル障がいの理解」「ギャンブルの再開防止に向けた具体

的対処と今後への備え」について、ワークブックを用いて学ぶプログラムで、

平成 29 年度は、全５回のプログラムを月１回実施している。 

 

「『SAT-G 集団プログラム』のチラシ」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：島根県立心と体の相談センターホームページ 
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■普及啓発 

・リーフレット 

ギャンブル障害の特徴や自助グループの紹介、ギャンブル障がいの簡易チェ   

ックなどが掲載されたリーフレットを発行している。 

 

「『ギャンブルの問題で悩んでいませんか？』リーフレット」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 出典：島根県立心と体の相談センターホームページ 
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・セミナー 

希望のあったところに対して、島根県断酒新生会と山陰嗜癖行動研究会と共同   

で、『アルコール関連問題地域セミナー』と『アルコール関連問題学校セミナー』

を開催している。 

 

「アルコール関連問題地域セミナーのチラシ」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「アルコール関連問題学校セミナーのチラシ」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：島根県立心と体の相談センターホームページ 
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【広島県立総合精神保健福祉センター（パレアモア広島）】 

広島県立総合精神保健福祉センターでは、広島版回復支援プログラム「ＨＩＭＡＲ

ＰＰ」や薬物依存症家族教室を行っているほか、精神保健福祉業務に携わる職員など

を対象にした専門研修も実施ししている。 

  

■回復プログラム 

「依存症回復プログラム」 

27年７月より、広島県版回復支援プログラム（ＨＩＭＡＲＰＰ）を行っている。 

 

「相談案内のチラシ」 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：広島県立総合精神保健福祉センター（パレアモア広島）ホームページ 
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■家族教室 

「薬物乱用・依存の問題に悩むご家族のための家族教室」 

薬物乱用・依存の問題に悩むご家族のための家族教室を開催している。 

 
「薬物依存症家族教室のご案内のチラシ」 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：広島県立総合精神保健福祉センター（パレアモア広島）ホームページ 
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■普及啓発 

保健所、市町、社会復帰施設、そのほかの関係諸機関などで精神保健福祉業務に携

わる職員などを対象に、専門研修を行っている。 

 
 

「薬物依存症対策支援者スキルアップ研修」 

 

「研修のチラシ」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：広島県立総合精神保健福祉センター（パレアモア広島）ホームページ 
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「アルコール健康障害対策支援者スキルアップ研修」 

28年度は２回実施（８月、10月）、その他、アディクション対策支援者研修として、

インターネット依存や摂食障害の研修実施している。 

 

「研修のチラシ」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：広島県立総合精神保健福祉センター（パレアモア広島）ホームページ 

 

              

  



 
 

横浜市における依存症対策の現状調査 

 

               100 

【福岡市精神保健福祉センター】 

福岡市精神保健福祉センターでは、薬物依存症者回復プログラムの実施や、薬物依

存症問題を抱える家族のための家族教室、アルコール家族教室等を行っている。また、

アルコール、薬物、ギャンブル等の依存症関連の相談やリーフレットや冊子の作成、

こころの健康に関する広報誌を作成し、普及啓発に取組んでいる。 

 

■回復プログラム 

「依存症回復プログラム」 

認知行動療法をベースにした回復支援プログラムを行なっている。 

 
「回復プログラムのチラシ」 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：福岡市精神保健福祉センターホームページ 
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■家族教室 

「薬物依存問題を抱える家族のための教室」 

薬物依存症とはどのような病気なのか、また本人への対応の仕方などについて学

ぶための教室 

「家族教室のチラシ」 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：福岡市精神保健福祉センターホームページ 
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「アルコール家族教室のチラシ」 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：福岡市精神保健福祉センターホームページ 
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「依存症市民講演会のチラシ」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：福岡市精神保健福祉センターホームページ 
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■普及啓発 

依存症全般のリーフレットを作成し普及啓発を図っている。 

  
「依存症関連 リーフレット」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：福岡市精神保健福祉センターホームページ 
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２）国 
①依存症全般に対する取組 

【厚生労働省】 

厚生労働省では、平成 24年 11月から平成 25年３月にかけて、これまでの依存症

に対する取組、調査・研究結果等や、有識者や医療機関、行政、自助グループや回復

施設等の自助団体の意見を踏まえつつ、依存症を取り巻く現状や課題、今後必要と考

えられる取組について検討を実施した。 

その結果、平成 25年３月に、「依存症者に対する医療及びその回復支援に関する検

討会報告書」を取りまとめた。 

報告書の概要は、以下のとおりである。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：厚生労働省ホームページ 

 

この報告書等を受け、次に掲げる４本の柱に沿って、各種施策を実施している。 

 

ア 相談・指導 

全国の精神保健福祉センター及び保健所にて相談・指導を実施している。 

また、精神保健福祉センター及び保健所での依存症に係る相談件数は、厚生労働

省で実施している統計調査で把握している。 
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イ 人材育成 

依存症回復施設職員や依存症者の家族に対する研修を実施している。 

また、平成 27年度からは、全国の精神保健福祉センターの職員に対する研修

を実施している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                            DARC27、MAC28 

出典：厚生労働省ホームページ 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                   
27 DARC…覚醒剤、有機溶剤(シンナー等)、市販薬、その他の薬物から解放されるため

のプログラムを持つ民間の薬物依存症リハビリ施設。 
28 MAC…アルコール依存症からの回復の手助けをする「アルコール依存症リハビリテー

ション施設」。利用者がマックプログラム（お酒を飲まない生き方）を身につけ、その

人らしい生き方を達成することができるよう支援する。 
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ウ 地域体制整備 

依存症者やその家族が、適切な治療や支援に容易にアクセスできるよう、地域体

制の整備を実施している。 

また、平成 27年度からは、精神保健福祉センターにおいて、認知行動療法を用

いた治療・回復プログラム等を実施することができるよう、経費の助成を行って

いる。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：厚生労働省ホームページ 
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出典：厚生労働省ホームページ 

エ 調査・研究 

厚生労働科学研究において、依存症に関する調査・研究を行っている。 

各報告書については、厚生労働科学研究成果データベースで閲覧することがで    

きる。  

また、平成 28年 12 月には、依存症対策について部局横断的に対応するため、厚

生労働大臣を本部長とする「依存症対策推進本部」が設置された。 

これは、アルコール依存症対策について、「アルコール健康障害対策基本法」に

基づくアルコール健康障害対策基本計画が、平成 28年５月に閣議決定されたこ

と、また、薬物依存症対策について、刑の一部執行猶予制度が平成 28年６月に

施行されたことにより、薬物依存のある保護観察対象者が、地域で必要な支援を

受けられる体制の整備が求められていること、さらに、ギャンブル等依存症対策

について、特定複合観光施設区域の整備の推進に関する法律（IR 推進法）29が平

成 28 年 12 月に成立し、同法の附帯決議において、ギャンブル等依存症に総合

的に対処するための仕組・体制を設けることとされた状況を踏まえ、設置された

ものである。 

                                                   
29 特定複合観光施設区域の整備の推進に関する法律（IR 推進法）…カジノ施設及び会場

施設、レクリエーション施設、展示施設、宿泊施設その他の観光の振興に寄与すると認

められる施設が一体となった特定複合観光施設の整備を推進する法律で、平成 28年 12

月 26日に公布・施行（ただし、第三章の規定は、公布の日から起算して三月を超えな

い範囲内において政令で定める日から施行）された。 

http://mhlw-grants.niph.go.jp/
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出典：厚生労働省ホームページ 
 

さらに、厚生労働省障害保健福祉部の平成 29年度予算案では、依存症対策として、

5.3億円が計上されている。（28年度は、1.1億円） 

その内訳は以下のとおりである。 

■全国拠点機関における依存症医療・支援体制の整備【一部新規】 

60百万円（28年度 16百万円） 

アルコール・薬物・ギャンブル等の依存症対策の全国拠点機関を指定し、当該

全国拠点機関により地域における指導者の養成や依存症回復施設職員への研修、

都道府県等に対する情報提供等を実施し、依存症医療・支援体制の整備を推進す

る。 

■地域における依存症の支援体制の整備【一部新規】4.5億円（28年度 0.8億円） 

都道府県等において、地域における人材養成や、相談拠点機関の充実、専門医

療機関の指定、地域の関係機関と連携した地域の支援体制づくりのための取組

や民間団体の支援を推進する。 

■依存症に関する普及啓発 16百万円（28年度 16百万円） 

依存症の正しい理解を広めるための普及啓発を実施する。 
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■依存症問題に取組む民間団体の支援 地域生活支援促進事業（34億円）の内数 

・アルコール関連問題に取組む民間団体支援事業 

アルコール健康障害対策推進基本計画等に沿って、アルコール依存症を含む

アルコールに関連する問題の改善に取組む民間団体の活動を支援する。 

・薬物依存症問題に取組む民間団体支援事業 

薬物依存症の当事者及び家族が健康的な生活を営むことができるよう、薬物

依存症に関する問題の改善に取組む民間団体の活動を支援する。 

・ギャンブル等依存症問題に取組む民間団体支援事業 

ギャンブル等依存症の当事者及び家族が健康的な生活を営むことができるよ

う、ギャンブル等依存症に関する問題の改善に取組む民間団体の活動を支援

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：厚生労働省ホームページ 
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出典：厚生労働省ホームページ 
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【文部科学省】 

文部科学省では、平成 28年度に「依存症予防教育推進事業」を開始した。 

これは、近年、喫煙、飲酒、薬物、インターネット、ギャンブル等に関する依存症患

者が社会的な問題となっており、将来的な依存症患者数の逓減や、青少年健全育成の

観点から国、学校のみならず、地域が一体となって児童生徒、学生、保護者、地域住

民に対し、予防教育を図ることを目的とするものである。 

事業の内容は、依存症予防教育を推進するため、シンポジウム等の開催や調査研究

を実施するとともに、地域の社会教育施設等を活用した地域住民向けの「依存症予防

教室」の開催等の取組について支援等を行うものである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：文部科学省ホームページ 
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平成 28 年度は、平成 29年３月に「依存症予防教育推進シンポジウム」を開催して

いる。 

 

「シンポジウムのチラシ」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：文部科学省ホームページ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 



 
 

横浜市における依存症対策の現状調査 

 

               114 

なお、平成 29 年２月から、平成 29年度「依存症予防教育推進事業」の委託事業の

公募を実施している。 

この委託事業は、依存症予防教育を推進するため、地域を構成する地方公共団体、

学校、NPO 法人、ボランティア、民間事業者、家庭等との連携等、依存症予防教育

のための方策等を検討する体制の整備及び社会教育施設等を活用した児童生徒、学

生、保護者、地域住民向けの「依存症予防教室」等を開催するものである。 

具体的な内容は、以下のとおりである。 

■検討委員会の設置 

本事業を委託する団体は、地方公共団体職員、医療関係者、学校関係者、民間

事業者、保護者等と連携し、依存症予防教育のための方策を検討する体制を整備

するため、以下のようなメンバーで構成する検討委員会を設置する。検討委員会

は、事業の企画立案、運営を行うとともに、事業実施後の評価検証を行う。 

【構成例】 

ⅰ．社会教育関係者 

ⅱ．学校関係者 

ⅲ．各種依存症に係る医療関係者 

ⅳ．行政関係者 

ⅴ．学識有識者 

ⅵ．その他民間・NPO 関係者等 

■依存症予防教育計画の策定 

地域における実情や課題などを整理、分析し、地域の実態に沿った依存症予防教

育計画を策定する。なお、契約期間内の計画とし、趣旨・目的・事業内容・実施地

域・年間スケジュール・期待される効果等の項目をたて策定する。また、全ての依

存症予防教育教室が終了した後、企画検討委員会における検証を行うものとする。 

■依存症予防教室の実施 

社会教育施設等を活用し、児童生徒、学生、保護者、地域住民を対象に、有識者

や医療関係者、過去に依存症を経験した者等を招き、依存症のリスク（体験談を含

む）や予防方策等の指導、助言等を行う、「依存症予防教室」を開催する。 

 

なお、委託先は、都道府県若しくは市区町村レベルでの取組を企画・実施できる

地方公共団体、法人格を有する団体又は一定の要件を満たす任意団体としている。 

  

出典：文部科学省ホームページ 
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②アルコール依存症に対する取組 

【アルコール健康障害対策基本法】 
不適切な飲酒はアルコール健康障害の原因となり、それが本人及び家族への深刻

な影響や重大な社会問題を生じさせる危険性が高いことなどから、アルコール問題

議員連盟の働きかけのもと、「アルコール健康障害対策基本法」が制定された。 
■アルコール健康障害対策基本法（平成 25年法律第 109号） 
 （法律の主な柱） 

  ・アルコール健康障害対策を推進するための「目的」 
・アルコール健康障害の「定義」 
・法の「基本理念」 
・国及び地方公共団体の「責務」 
・「アルコール健康障害対策推進基本計画」の策定 
・都道府県における「都道府県アルコール健康障害対策推進計画」の策定 
・アルコール健康障害対策に関する「基本的施策」 

 
■アルコール健康障害対策推進基本計画 

法律の施行を受け、平成 28年５月に「アルコール健康障害対策推進計画」が

閣議決定された。 
計画の検討にあたっては、有識者等による「アルコール健康障害対策関係者会

議」、によって検討されるとともに、様々な分野に渡る施策の連携の重要性から、

関係省庁で構成する「アルコール健康障害対策推進会議」が設置された。 
「アルコール健康障害対策ガイドブック」 

 
出典：内閣府ホームページ  
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「アルコール健康障害対策ガイドブック」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

出典：内閣府ホームページ  
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③薬物依存症に対する取組 

【政府全体（抜粋）】 

青少年に対する予防教育、薬物依存者の社会復帰支援、密売組織の徹底した取締り、

密輸入防止に向けた水際対策、国際的な連携・協力の推進などに取組んでいる。内閣

府は、企画・立案や総合調整を担う官庁として施策全体の基本方針として「第四次薬

物乱用防止五か年戦略」をとりまとめ、これに基づき関係省庁が対策を実施し、平成

26 年７月に「危険ドラッグの乱用の根絶のための緊急対策」をとりまとめ、薬物乱

用防止に向けて対応している。 
平成 28 年６月の薬物乱用対策推進会議において、平成 27年中の情勢確認及び「第

四次薬物乱用防止五か年戦略」及び「危険ドラッグの乱用の根絶のための緊急対策」

フォローアップの概要と当面の課題を次のようにとりまとめた。 

 
 
 

目標１ 青少年、家庭及び地域社会に対する啓発強化と規範意識向上による薬物乱用

未然防止の推進 

目標２ 薬物乱用者に対する治療・社会復帰支援及びその家族への支援の充実強化に

よる再乱用防止の徹底 

目標３ 薬物密売組織の壊滅、末端乱用者に対する取締りの徹底及び多様化する乱用

薬物に関する監視指導等の強化 

目標４ 水際対策の徹底による薬物の国内流入の阻止 

目標５ 薬物密輸阻止に向けた国際的な連携・協力の推進 

 

当面の主な課題 

平成 27 年中の我が国の薬物情勢は、危険ドラッグに対する規制が強化され、街

頭店舗を全て閉鎖させるなど一定の成果が見られたものの、覚醒剤事犯の検挙人

員は約１万１千人と高止まりであるほか、大麻事犯の検挙人員が５年ぶりに 2,000

人を超えるなど、国内における根強い薬物需要と供給元の存在がうかがわれる。 

このため、特に蔓延が懸念される青少年への大麻の乱用防止に対して重点的な

対策を講じつつ、「第四次薬物乱用防止五か年戦略」及び「危険ドラッグの乱用の

根絶のための緊急対策」に基づく総合的な取組を引き続き推進する必要がある。 
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薬物乱用対策、薬物乱用対策の推進体制 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：内閣府ホームページ 

 

 

■薬物乱用対策の啓発資料の作成 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

出典：内閣府ホームページ 

  

「青少年向け啓発資料：薬物乱用対策マンガたっ

た一度の過ち」(平成 28年度） 
 

「ストップ！危険ドラッグに手を出すな！」 
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【厚生労働省（抜粋）】 

薬物の乱用防止対策を実施するには、徹底した取締りの実施(供給遮断)と薬物乱用

者を発生させない対策(需要削減)の両面から実施することが重要であるとの観点か

ら、供給遮断については、全国の地方厚生(支)局にある麻薬取締部において、各種の

取締り対策を実施している。 
需要削減については、予防啓発・再乱用防止の観点から、鋭意対応を実施している。 

 
■薬物乱用防止の相談窓口の設置 

全国の精神保健福祉センター、保健所等 

 

■薬物乱用防止啓発訪問事業 

学校、地域のイベント等からの派遣要請に応じて、講師が訪問し、啓発資材を

用いて、薬物乱用防止に関する正しい知識を普及するための事業。 

 

■薬物乱用防止指導員養成事業 

薬物乱用防止教室等を行う薬物乱用防止指導員を養成するための事業。 

 

■薬物乱用防止キャラバンカー30の派遣 

薬物乱用防止キャラバンカーは、学校及び地域社会で薬物乱用防止に関する

正しい知識の普及、啓発活動を推進するために開発された。 

 

■医療用麻薬 31・向精神薬 32の適正管理 

 

■薬物の指定 

所持、使用、購入、販売、授与等を禁止する薬物を指定し、国民への喚起とと

もに販売業者への指導取締を強化する。 

 

■再乱用防止対策講習会の開催 

北海道・東北地区 、関東信越地区、東海北陸地区、近畿地区、中国・四国

地区 、九州・沖縄地区でそれぞれ１回開催（平成 28年度） 

 

■危険ドラッグに関連する事例や健康被害に関する情報の収集、提供、相談の実施 

                                                   
30 薬物乱用防止キャラバンカー…学校及び地域社会で薬物乱用防止に関する正しい知識

の普及、啓発活動を推進するために開発されたもので、子供から大人まで、薬物乱用の

恐ろしさを体感的に学習できるようになっている。 
31 医療用麻薬…がんの痛みの治療の中心となる薬剤で、有効性の高い痛み止め。 
32 向精神薬…中枢神経に作用し精神機能（心の働き）に影響を及ぼす薬物の総称。 
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あやしいヤクブツ連絡ネット 33（ポスター） 

あやしいヤクブツ連絡ネット（リーフレット） 

 

■大麻・けし撲滅運動の実施 

「不正大麻・けし撲滅運動(ポスター)」 

「大麻の不正栽培は犯罪です！(ポスター)」  

「大麻種子は輸入できません！(ポスター)」  

「大麻・けしの見分け方(パンフレット)（平成 28年度）」 

 

■政府インターネットテレビの掲載  

                                                   
33 あやしいヤクブツ連絡ネット…医薬品の個人輸入や指定薬物等の情報が掲載されてい

る。 
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■薬物乱用は「ダメ。ゼッタイ」啓発資料 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

出典：厚生労働省ホームページ  

「薬物乱用は「ダメ。ゼッタイ。」」子供たちを薬物乱用

から守るために(小学６年生保護者向け) 」 

(平成 28年度） 
 

「薬物について誤解をしていませんか 
（高校卒業予定者向け）」（平成 28年度） 

 

「薬物乱用は「ダメ。ゼッタイ。」 
健康に生きようパート 29(青少年向け)」 

(平成 27年度)  

 

「薬物の乱用は、あなたとあなたの周りの社会をダ

メにします！（一般啓発用）」 
（平成 28年度） 
 

「『ダメ。ゼッタイ。』普及運動リーフレット」（平成 28年 6月） 
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【文部科学省（抜粋）】 

■薬物乱用防止教育等推進事業 

危険ドラッグ等、乱用される薬物が多様化しており、青少年への広がりが懸念され

る中、薬物乱用防止教育の充実を図るため、引き続き薬物乱用防止教室推進のため

の講習会の実施とともに、大学生向けの啓発教材の作成等を行う。また、平成２６

年度にアルコール健康障害対策基本法が成立したことを踏まえ、喫煙、飲酒に関す

る内容を含むシンポジウムを行う。 

■薬物乱用防止教育の取組 

■児童生徒の心と体を守るための啓発教材の作成・配布、大学生等に対する薬物乱用

防止啓発資料の作成・配布 
■日本学校保健会 34と連携 

 
【法務省】 

■薬物地域支援研究会提言（平成 26年９月） 

「薬物依存のある刑務所出所者等の支援に関する当面の対策」について 

薬物事犯者は他の犯罪をした者と比べて再犯に至ることが多く、その再犯防止は

政府の重要な課題の一つとなっている。 
薬物事犯者の再犯（再使用）を防止するためには、刑事司法機関が指導等を行うだ

けではなく、地域の医療・保健・福祉機関、民間団体等と緊密に連携し、これらの

者の薬物依存からの回復、立ち直りを継続的に支えていく必要がある。法務省保護

局においては、今回提出された提言を踏まえ、関係省庁と協議を重ね、薬物事犯者

の再犯を防止するための施策を一層推進していくこととする。 
 

■薬物依存のある刑務所出所者等の支援に関する地域連携ガイドライン 

（平成 27年 11月） 

薬物依存のある刑務所出所者等に対する支援に関し、関係機関及び民間支援団体

が、相互に有効かつ緊密に連携し、その責任、機能又は役割に応じた支援を、 

法務省及び厚生労働省においては、同ガイドラインが実効性あるものとなるよ

う、関係省庁、関係機関及び民間支援団体とこれまで以上に緊密に連携し、薬物

依存者の社会復帰支援と再犯防止対策の充実強化に努めていくこととしている。 

 
■薬物依存者・高齢犯罪者等の再犯防止緊急対策（平成 28年７月） 

薬物依存者・高齢犯罪者等の再犯防止緊急対策として、2020 年を目途に、全国各

地に薬物依存者や高齢犯罪者等の立ち直りを支えるネットワークを構築し、薬物

                                                   
34 日本学校保健会…学校保健の向上発展を目的として設立された団体。子どもたちの健

康に関する調査・研究、それによって得た情報の提供、新たな問題への対策など、学校

保健に関する様々な活動を行っている。 
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依存からの回復に向けた矯正施設 35・保護観察所による指導と医療機関による治

療等を一貫して実施することで、薬物依存の問題を抱える全ての保護観察対象者

等が薬物依存からの回復に必要な専門的な指導や医療機関による治療等を受けら

れるようにすることを目指している。 

      
 

 

■薬物防止パンフレット 作成、配布 

 
「薬物乱用のない社会を冊子の表紙」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

出典：警察庁ホームページ 

  

                                                   
35 矯正施設…刑務所、少年刑務所、拘置所及び少年院。 
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④ギャンブル依存症に対する取組 

【政府全体】 

平成 28 年 12月 26日に、第１回ギャンブル等依存症対策推進関係閣僚会議が開催

された。 

これは、IR 推進法の成立を契機に、幅広くギャンブル等依存症全般について、関

係行政機関の緊密な連携の下、政府一体となって包括的な対策を推進するため開催

されたものである。 

会議は、内閣官房長官が主宰し、構成員は以下のとおりである。 

ギャンブル等依存症対策推進関係閣僚会議 構成員 

総務大臣、文部科学大臣、厚生労働大臣、農林水産大臣、経済産業大臣、国土交通

大臣、内閣府特命担当大臣（金融）、内閣府特命担当大臣（消費者及び食品安全）、 

国家公安委員会委員長及び内閣官房長官 

出典：首相官邸ホームページ 

 
また、平成 29 年１月 23日には、第１回「ギャンブル等依存症対策推進関係閣僚会

議幹事会」が開催された。幹事会の構成は以下のとおりである。  

ギャンブル等依存症対策推進関係閣僚会議幹事会 構成 

議長 内閣官房副長官（事務） 

副 議

長 

内閣総理大臣補佐官（国土強靱化及び復興等の社会資本整備、地方創生並

びに健康・医療に関する成長戦略担当） 

内閣官房副長官補（内政担当） 

構 成

員 

内閣官房内閣審議官（内閣官房副長官補付）  

警察庁生活安全局長  

金融庁総務企画局長  

消費者庁次長  

総務省自治財政局長  

文部科学省生涯学習政策局長  

厚生労働省社会・援護局障害保健福祉部長  

農林水産省生産局長  

経済産業省製造産業局長  

国土交通省海事局長 

出典：首相官邸ホームページ 
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この第１回幹事会では、「ギャンブル等依存症対策推進チーム」の設置が決定され

た。 

推進チームの構成は、以下のとおりである。  

ギャンブル等依存症対策推進チーム 構成 

チーム長 内閣官房副長官補（内政担当） 

副チーム長 内閣官房内閣審議官（内閣官房副長官補付）  

構成員 警察庁生活安全局長  

金融庁総務企画局長  

消費者庁次長  

総務省自治財政局長  

文部科学省生涯学習政策局長  

厚生労働省社会・援護局障害保健福祉部長  

農林水産省生産局長  

経済産業省製造産業局長  

国土交通省海事局長  

その他チーム長が指名する関係府省庁等の職員 

出典：首相官邸ホームページ 
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【農林水産省】 

農林水産省は、競馬法に基づき、競馬を所管しており、主催者の取組とあわせ、以

下の取組を実施している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：首相官邸ホームページ 

             勝馬投票券 36、競馬法第３条 37、競馬法第 28条 38 

 

  

                                                   
36 勝馬投票券…馬券の正式名称。 
37 競馬法第３条…【競馬の開催】中央競馬は、次に掲げる事項につき農林水産省令で定

める範囲を超え、又は農林水産省令で定める日取りに反して、開催してはならない。

（競馬法） 
38 競馬法第 28条…【勝馬投票券の購入等の制限】 未成年者は、勝馬投票券を購入し、

又は譲り受けてはならない。（競馬法） 
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【経済産業省】 

経済産業省は、自転車競技法に基づき、競輪を所管するとともに、小型自動車競走

法に基づき、オートレースを所管しており、主催者の取組とあわせ、以下の取組を実

施している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：首相官邸ホームページ 

                           射幸心 39 

  

                                                   
39 射幸心…まぐれ当たりによる利益を願う気持ち。 
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【国土交通省】 

国土交通省は、モーターボート競争法に基づき、モーターボート競走を所管してお

り、主催者の取組とあわせ、以下の取組を実施している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：首相官邸ホームページ 
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⑤調査・研究 

厚生労働省が、「厚生労働科学研究」において、依存症に関する調査・研究を行っ

ている。報告書は、「厚生労働科学研究成果データベース」に公開している。 
  
このデータベースには、平成 29年３月１日現在、平成９年度から 27年までの研究

成果が公開されている。 

このうち、研究課題名で「依存症」を含むものは 11件あり、内訳は、依存症全般

２件、アルコール４件、薬物５件となり、ギャンブルは０件であった。 

 
分 野 研究課題名 研究年度 

依存症全般 

１ 様々な依存症の実態把握と回復プログラム

策定・推進のための研究 

平成 25 年度

～27年度 

２ 様々な依存症における医療・福祉の回復プロ

グラムの策定に関する研究 

平成 22 年度

～24年度 

アルコール 

１ アルコール依存症に対する総合的な医療の

提供に関する研究 

平成 26 年度

～28年度 

２ アルコール依存症の社会復帰施設の実態把

握と支援モデル構築に関する研究 

平成 16年度 

～18年度 

３ アルコール依存症のリハビリテーション施

設と支援プログラムの在り方に関する研究 

平成 15年度 

４ アルコール依存症の疫学と予防に関する総

合的研究 

平成 10 年度

～12年度 

薬 物 

１ 危険ドラッグを含む薬物乱用・依存状況の実

態把握と薬物依存症者の社会復帰に向けた

支援に関する研究 

平成 27年度 

～28年度 

２ 「脱法ドラッグ」を含む薬物乱用・依存状況

の実態把握と薬物依存症者の「回復」とその

家族に対する支援に関する研究 

平成 25 年度

～26年度 

３ 薬物乱用・依存等の実態把握と薬物依存症者

に関する制度的社会資源の現状と課題に関

する研究 

平成 23 年度

～24年度 

４ 薬物依存症に対する認知行動療法プログラ

ムの開発と効果に関する研究 

平成 22 年度

～24年度 

５ 乱用薬物による神経毒性・依存症に対する診

断・予防及び治療法に関する研究 

平成 19 年度

～21年度 

ギャンブル  該当なし  
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なお、ギャンブルについては、平成 25 年度の「WHO 世界戦略を踏まえたアルコ

ールの有害使用対策に関する総合的研究」（研究代表者：樋口進(国立病院機構久里浜

医療センター 臨床研究部)において、アルコール依存症に関する調査に付随して、

ギャンブル等依存症に関する調査を実施している。 

さらに、国立研究開発法人日本医療研究開発機構（AMED）の平成 28年度「障害

者対策総合研究開発事業」（ウ）精神障害分野における「ギャンブル障害の疫学調査、

生物学的評価、医療・福祉・社会的支援のありかたについての研究」（研究代表者：

松下幸生（独立行政法人国立病院機構久里浜医療センター））において、ギャンブル

等依存症に関する調査を実施している。 

 各分野の主な調査・研究の概要は以下のとおりである。 

【依存症全般】 

名  称 １様々な依存症の実態把握と回復プログラム策定・推進のための研究 

研 究 年 度 平成 25 年度～27年度 

研究代表者 宮岡 等(北里大学 １）医学部精神科学 ２）東病院) 

研 究 目 的 １）回復プログラムの普及・均てん化が求められる薬物依存、２）実

態把握や診断・治療ガイドラインが十分ではないインターネット嗜

癖 40、３）回復プログラムの策定が求められる病的ギャンブリン

グ 41、４）地域差の大きい薬物依存に対する行政機関間連携を対象に

研究を行う。 

結  論 １）SMARPP や GIFT が依存症者本人ならびに家族の支援ツールと

して、一定の有効性・有用性を有する可能性が示唆された。 

２）インターネット嗜癖患者の臨床特性が明らかにされた。インター

ネット嗜癖の経時的変化、リスク要因同定のための縦断調査ベースラ

イン結果が解析された。 

３）病的ギャンブリング支援における家族援助の重要性、家族に対す

る心理教育プログラムの有用性が示された。多重債務者には社会適応

が困難な者が多く、ギャンブルに関する問題以前の生活上の課題を支

援する重要性が示された。 

４）行政機関間連携において保健所職員に対する研修の効果が示唆さ

れるとともに、現実的な課題も浮き彫りにされた。 

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ http://mhlw-
grants.niph.go.jp/niph/search/NIDD00.do?resrchNum=201516019B 

                                                   
40 インターネット嗜癖…インターネットに過度に没入してしまうあまり、コンピュータ

ーや携帯が使用できないと何らかの情緒的苛立ちを感じること、また実生活における人

間関係を煩わしく感じたり、通常の対人関係や日常生活の心身状態に弊害が生じている

にも関わらず、インターネットに精神的に嗜癖してしまう状態。 
41 病的ギャンブリング…ギャンブル依存のこと。 



 
 

横浜市における依存症対策の現状調査 

 

               131 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                   
42 重複障害…認定のあり方にも関わるため、厚生行政と学校教育法における定義が異な

り、明確な定義はないが、2つ以上の障害を併せ有すること。  

名  称 ２様々な依存症における医療・福祉の回復プログラムの策定に関する

研究 

研 究 年 度 平成 22 年度～24年度 

研究代表者 宮岡 等(北里大学 1）医学部精神科学 2）東病院精神神経科) 

研 究 目 的 依存症の中で、これまで検討される機会が少ない１）重複障害 42を有

するアルコール・薬物依存、２）向精神薬乱用・依存、３）病的ギャ

ンブリング、４）インターネット嗜癖の実態を明らかにするととも

に、医療、福祉がどのように対応し治療システムを構築すべきかを明

らかにすること 

結  論 １）回復援助のみならず、自殺対策という視点においても重複障害へ

の対応を標準化する必要性が明らかとなった。さらに作成された対応

ガイドラインは冊子化され、これに寄与することが期待できる。 

２）向精神薬乱用・依存は精神科診療に続発して生じている可能性が

高いこと、薬剤師の対応力向上とともに、精神科医に努力の余地があ

ることが明らかとなった。 

３）病的ギャンブリングの病型に対応した援助のフローチャート、多

機関連携案等の資料は関係機関で活用される。 

４）今後のインターネット嗜癖に関する調査票等を検討する上で重要

な示唆が得られた。 

５）行政機関における薬物依存症への相談対応ガイドラインにより、

相談対応の地域差が減じられ質が高まることが期待される。 

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ http://mhlw-
grants.niph.go.jp/niph/search/NIDD00.do?resrchNum=201224064B 
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  【アルコール】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

名  称 １アルコール依存症に対する総合的な医療の提供に関する研究 

研 究 年 度 平成 26 年度～28年度 

研究代表者 宮岡 等(北里大学 １）医学部精神科学 ２）東病院) 

研 究 目 的 アルコール依存症（以後、ア症と略）の予防、治療、社会復帰を支援

するために必要な実態を把握し、支援のためのモデル構築、ガイドラ

イン、マニュアル作成などをその目的とする。また、合わせて、家族

に対する支援事業や、ア症の啓発を推進するための研究や事業も実施

する。 

結  論 28年度末に策定予定 

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ http://mhlw-
grants.niph.go.jp/niph/search/NIDD00.do?resrchNum=201419046A 

名  称 ２アルコール依存症の社会復帰施設の実態把握と支援モデル構築に関

する研究 

研 究 年 度 平成 16年度～18年度 

研究代表者 樋口 進(独立行政法人国立病院機構久里浜アルコール症センター) 

研 究 目 的 アルコール依存症（以下ア症）者の社会復帰に関する基礎資料の提供

を主たる目的としている。研究結果を基に、最終的にア症者を対象と

する社会復帰施設の在り方に関する提言を行う。 

結  論 当初予定していた調査等は全て実施した。調査から社会復帰施設の現

状や社会復帰に関連したア症の特性等を明らかにした。また、社会復

帰施設の必要数および現時点での不足数を明らかにした。数以外の

「施設の在り方」についてはデータの解析を更に進めて、今後明らか

にしていく予定である。 

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ http://mhlw-
grants.niph.go.jp/niph/search/NIDD00.do?resrchNum=200626009B 
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【薬物】 

 

 

名  称 １危険ドラッグを含む薬物乱用・依存状況の実態把握と薬物依存症者

の社会復帰に向けた支援に関する研究 

研 究 年 度 平成 27 年度～28年度 

研究代表者 嶋根 卓也(国立研究開発法人 国立精神・神経医療研究センター 

精神保健研究所 薬物依存研究部) 

研 究 目 的 薬物使用に関する全国住民調査、飲酒・喫煙・薬物乱用についての全

国中学生意識調査、全国の児童自立支援施設における薬物乱用・依存

の意識・実態に関する研究、全国の精神科医療施設における薬物関連

精神疾患の実態調査によって、国内の薬物乱用・依存状況の実態把握

を行う。 

また、海外での「危険ドラック」を含む薬物乱用・依存の実態につい

て調査し、その結果をわが国の薬物乱用・依存対策評価のための資料

に供する。 

さらに、民間回復支援施設における課題を解明するとともに、精神保

健福祉センターで導入されている家族向けの心理教育プログラム（ワ

ークブック形式）の効果測定を行うことで、精神保健福祉センター

や、民間回復支援施設における再乱用防止体制を明らかにする。 

結  論 28年度末に策定予定 

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ http://mhlw-
grants.niph.go.jp/niph/search/NIDD00.do?resrchNum=201523004A 

名  称 ２「脱法ドラッグ」を含む薬物乱用・依存状況の実態把握と薬物依存症

者の「回復」とその家族に対する支援に関する研究 

研 究 年 度 平成 25年度～26年度 

研究代表者 和田 清(国立精神・神経医療研究センター 精神保健研究所薬物依

存研究部) 

研 究 目 的 薬物乱用・依存等の実態把握に関する調査研究を質の異なる複数対象

群に対して、多方面からの実態調査を実施し、総合的な現状把握を試

みる。 

結  論 未公表（25 年度研究のみ公表） 

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ http://mhlw-
grants.niph.go.jp/niph/search/NIDD00.do?resrchNum=201328063A 
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【ギャンブル】 

 
出典：首相官邸ホームページ 

    

 

出典：厚生労働科学研究成果データベース 
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３）依存症治療拠点機関設置運営事業 
①依存症治療拠点機関設置運営事業 

アルコール、薬物、ギャンブル等の依存症は、適切な治療と支援により回復が十分

可能な疾患であるにもかかわらず依存症対策は不十分な現状が続いている。その背

景としては、依存症治療には専門的なトレーニングや体制が必要であり、それを有す

る医療者、医療機関が圧倒的に不足していることや依存症に対する周囲や患者自身

の偏見等もあり、依存症者が必要な治療を受けられていないことが挙げられる。この

ような状況を踏まえ、平成 26年度、全国５か所に、依存症の治療及び回復支援を目

的として、依存症の治療を行っている精神科医療機関から「依存症治療拠点機関」が

指定された。同時に全国の依存症治療拠点機関で集積した知見の評価・検討を行い、

治療・回復プログラムや支援ガイドラインの開発を行う「全国拠点機関」についても

設置された。当該事業は平成 26年度から３か年に渡り行われている。 
この後では、拠点機関の各病院について、拠点機能も含めた依存症に関する機能や

役割をまとめた。 
 

【全国拠点機関】 
久里浜医療センター：アルコール依存症とギャンブル嗜癖 
国立精神・神経医療研究センター：薬物依存症 
両センターが連携して行う。 
〈主な役割〉 

・依存症治療拠点機関で得られた知見の集積 

・依存症治療・回復プログラムや支援ガイドラインの開発 

・依存症回復支援体制モデルの確立            など 

 
【依存症治療拠点機関】全国５か所 
神奈川県立精神医療センター 
各務原病院（岐阜県） 
大阪府立精神医療センター 
岡山県精神科医療センター 
肥前精神医療センター（佐賀県） 
〈主な役割〉 

・依存症当事者や家族への専門的な相談、治療および回復支援 
・精神科医療機関等への助言・指導 
・関係機関（精神保健福祉センター・保健所・市町村・自助団体・福祉事務所・保

護観察所・公共職業安定所など）との連携と調整 
・医療従事者・関係機関職員・依存症当事者およびその家族等に対する研修の実施 
・依存症当事者及びその家族、地域住民等への普及啓発      など 
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②全国拠点機関 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
依存症治療拠点機関設置運営事業（平成 26年度～28年度）において、久里浜医療

センターが「全国拠点機関」に指定されている。 

久里浜医療センターは、アルコール及びギャンブル依存症について全国拠点機関

に指定されており、薬物依存症の全国拠点機関に指定されている国立精神・神経医療

研究センターと連携して行っている。 

この事業を通じて、日本の依存症治療の質の向上、医療連携の更なる推進、相談支

援体制の向上、また、依存症拠点事業が全国規模で実施されるようになることを目指

し、取組んでいる。 

 

■アルコール依存症関連研修会（久里浜医療センター） 

・アルコール依存症臨床医等研修 

  医師コース、看護師コース、精神保健福祉士・臨床心理技術者コース、作業療法士

コース、保健師コースを設け、研修を行っている。 

 

・精神科以外の医師を対象としたアルコール依存症臨床医等研修 

一般内科医等を対象に、アルコール依存症への基礎的な知識や対処法を習得する

ことを目的とした研修。 
 

・学生のためのお酒の飲み方研修 

   学園祭やコンパなどで飲酒による事故を防止するための学生や、指導者向けの研

修。研修期間が１日へ短縮化され、参加者の飲酒体質遺伝子検査なども行えるよ

うになった。 
 

名称 独立行政法人 国立病院機構 久里浜医療センター 

所在地 神奈川県横須賀市野比５－３－１ 

概要 昭和 38年に日本で初めてアルコール依存症専門病棟を設立し、現在では４

病棟でアルコール依存症の治療を行っている。患者の自主性を尊重した治療

は、"久里浜方式"として全国各地に広がっている。また、平成元年にはＷＨ

Ｏ（世界保健機関）から日本で唯一のアルコール関連問題の施設として指定

された。  

 
名称 国立研究開発法人 国立精神・神経医療研究センター 

所在地 東京都小平市小川東町４－１－１ 

概要 ２つの研究所と病院が一体となって疾患克服のための研究と診療を行ってお

り、「研究所と病院が一体となった世界的にもユニークな精神・神経医療研

究センター」である。 
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■薬物依存症関連研修会（国立精神・神経医療研究センター） 

・第 30 回薬物依存臨床医師研修、第 18回薬物依存臨床看護師等研修 

 薬物依存に関心を持つ医師、看護師等を対象に、薬物依存の概念・現状理解、基礎

知識、臨床的対応法にわたる研修を行い、薬物依存の診断、治療及び予防に資する

ことを目的としている。なお、本研修と、後述する「薬物依存症に対する認知行動

療法研修」の両方を受講した方には、「薬物依存専門課程修了証」を発行している。 

 

・第８回薬物依存症に対する認知行動療法研修 

包括的外来薬物依存症治療プログラムを実施するための基礎を身につけるととも

に、薬物依存症者家族支援への理解を深め、薬物依存症の地域支援に資する援助技

術の向上を図ることを目的としている。 
前半の２日間は、平成 28 年度より診療報酬の加算対象となった、「依存症集団療

法」の算定要件・施設基準となる研修であり、最後の１日はさらに援助の質を高め

るための追加研修となっている。前半の２日間のみの受講も可能。対象は医療機関、

行政機関、司法機関、民間回復施設等で薬物依存症者の援助に従事している者とな

っている。 
 

■ギャンブル依存症関連研修会（久里浜医療センター） 

・ギャンブル依存症についての医療関係者向けの研修を開催している。 
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③依存症治療拠点機関 

ア 神奈川県立精神医療センター 

 
 
 

 

     
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

名称 独立行政法人 神奈川県立病院機構 神奈川県立精神医療センター 

所在地 神奈川県横浜市港南区芹が谷２－５－１  

概要 平成 26年に、神奈川県立せりがや病院と芹香病院を統合し、神奈川県立精神

医療センターとなった。旧せりがや病院は、全国でもめずらしいアルコール・

薬物依存症を専門とする公立病院として 50年以上の歴史があり、当初より外

来・病棟ともにチーム医療にもとづく心理社会的治療が盛んであった。平成

18年には、外来で覚せい剤依存症の患者を対象としたグループ療法「せりが

や覚せい剤再発防止プログラム（Serigaya Methamphetamine Relapse 
Prevention Program: SMARPP）」を立ち上げ、その後は覚せい剤以外の薬

物依存症の患者にも対象を広げている。 

役割と取組 

■依存症当事者や家族への専門的な相談、治療および回復支援 
・依存症治療プログラム等の実施 
患者一人ひとりに、依存症治療プログラムを組み合わせて実施。入院中から退院後の

生活を考慮して精神保健福祉士による生活環境調整を行い、自宅近くの依存症リハビ

リ施設や自助グループへの見学参加を目的とした外出泊訓練も積極的に勧めている。

薬剤指導や栄養指導も適宜提供する。 
・アルコール家族会、薬物家族会の実施 
治療を受けている依存症者の家族はもちろん、まだ受診していない依存症者の家族も

参加できる。（予約、参加費は不要） 
■関係機関（精神保健福祉センター・保健所・市町村・自助団体・福祉事務所・保護観

察所・公共職業安定所など）との連携と調整 
・司法機関との連携 

横浜保護観察所、横浜刑務所と連携している。定期的に保護観察所での薬物再犯防止

プログラムに助言者として参加したり、横浜刑務所に出向いて受刑者の面接調査を行

い、出所後の処遇について医療の側面から保護観察官に助言を行う等の活動。 
・教育機関との連携 

学校からの要請を受け、薬物乱用防止教室の活動を行っている。より効果的な防止教

育のあり方に関する調査研究を目指している。 
・行政機関・回復施設等との連携 
各自治体や回復施設等主催のセミナーや研修会、講演会を引き受け、アルコール・薬物

依存症に関する正確かつ最新の医療情報の発信・普及に努めている。 
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■医療従事者・関係機関職員・依存症当事者およびその家族等に対する研修の実施 
〈医療機関・相談機関の職員等対象の研修〉 
・「CRAFT（クラフト）で家族支援が変わる」 

依存症問題に悩む家族を支援するためのプログラム「CRAFT（クラフト）についての

研修会。 
・「動機づけ面接 43～面接によって、依存症者への援助を円滑に行うために～」 
アルコール・薬物依存症者への動機づけ面接の研修会。 

■依存症当事者及びその家族、地域住民等への普及啓発 
〈神奈川県民対象の研修〉 
・「止められない人たちと依存症～ネット、ドラッグ、アルコール、ギャンブル etc～」

様々な依存症について理解を深めるための講演会。 
・「しんどい・消えたい・腹が立つ 生きづらさと依存症～薬物、アルコール、ギャンブルからの回復～」 
様々な依存症について理解を深めるための講演会。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

                                                   
43 動機付け面接…実践の現場で使う技術で、本人が変わりたい方向を見出し、その方向

に変わろうとする対象者に力を添えていくようなやり方。   
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イ 各務原
かかみがはら

病院 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

名称 医療法人杏野会 各務原病院 

所在地 岐阜県各務原市東山１－60 
概要 依存症治療拠点機関として指定された５ヶ所の医療機関のうち、唯一の医療

法人である。アルコールをはじめとする依存症治療に関しては、症例数、実

績、治療プログラムとも全国的にみても有数の水準であり、診療の柱となる

部分といえる。 

役割と取組 

■依存症当事者や家族への専門的な相談、治療および回復支援 
・相談体制確立及び治療体制確立 
・医療機関及び関連機関に対する“相談窓口”の設置 
・各相談内容・件数を収集・分析してマニュアルを作成 
・教育ツールを用いて相談窓口、担当者への研修 
・各相談窓口からの事例を収集、対応手法の標準化 
・治療モデル・支援プログラムの作成 
・事例検討会・研修の開催、地域における依存症治療のレベルアップ 

■精神科医療機関等への助言・指導 
・医療機関に対する“相談窓口”の設置 
・各医療機関に対し“依存症治療”の理解・協力を求める 

■関係機関（精神保健福祉センター・保健所・市町村・自助団体・福祉事務所・保護観

察所・公共職業安定所など）との連携と調整 
・関連機関に対する“相談窓口”の設置 
・依存症治療連携マニュアルの作成 
・関連機関に対し“依存症治療”の理解・協力を求める 
・他職種間の連携とネットワークの構築 
治療機関、福祉機関、中間施設や自助グループ等の関係機関が連携することにより、

様々な状況にある依存症患者、その家族への支援が可能となる。 
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■医療従事者・関係機関職員・依存症当事者およびその家族等に対する研修の実施 
・第１回依存症治療拠点事業協力機関向けセミナー 
・第２回依存症治療拠点事業協力機関向けセミナー 
・第３回依存症治療拠点事業協力機関向けセミナー 

アルコール依存症治療プログラムについての講演、ロールプレイなどのプログラム 
・第４回依存症治療拠点事業協力機関向けセミナー 

「依存症治療・介入マニュアル SKY-PAGE 
～依存症治療の相談・対応事例に基づいて～」 

■依存症当事者及びその家族、地域住民等への普及啓発 
・依存症当事者・家族向けのリーフレットの作成 
・治療、回復支援窓口を網羅したガイドマップの作成 
・研修会・セミナーの開催 

「アルコール啓発フォーラム」 
アルコール基本法についての講演や当事者による体験談など。（対象：岐阜県内の市民） 

 

他職種間の連携とネットワークのイメージ図 出典：各務原病院ホームページ 
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ウ 大阪府立精神医療センター 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

名称 地方独立行政法人大阪府立病院機構 大阪府立精神医療センター 

所在地 大阪府枚方市宮之阪３－16－21 
概要 大阪府域の基幹精神科医療機関として、行政的医療や精神科救急医療を行う

とともに、精神科医療の先駆的役割を果たしている。また、地域精神医療を

重視し、作業療法・デイケア・訪問看護・地域の関係機関と連携により患者

の社会復帰、自立と社会参加を支援している。 

役割と取組 

■依存症当事者や家族への専門的な相談、治療および回復支援 
・「大阪アディクションセンター（OAC）」の設立・運営に向けた準備と試験運用 
・相談窓口の設置、運営 
・積極的な相談（ネットワークの構築と適切なコーディネート） 

平成 26 年度は、管内の各保健所及び支援事業所への聞き取りや意見交換を行った。 
平成 27 年度は、依存症治療を担う基幹情報の一元化のために、医療機関、福祉機関、

自助団体、公的機関等に、特性（得意分野や受入条件の確認等）のヒアリングを行っ

た。 
・大阪オリジナルの入院 SMARPP（入院ぼちぼち）と外来 SMARPP（外来ぼちぼち）

の充実及びノウハウの蓄積 
・ギャンブル依存症の治療導入に向けた情報収集及び連携強化 
■精神科医療機関等への助言・指導 
依存症対策に取組んでいる医療機関、関係機関に対して、認知行動療法プログラム等の

ノウハウを伝える見学受け入れ体制の整備。また、見学時に認知行動療法（ぼちぼち）に

関する意見交換を行う。 
■関係機関（精神保健福祉センター・保健所・市町村・自助団体・福祉事務所・保護観

察所・公共職業安定所など）との連携と調整 
・大阪アディクションセンター（OAC）の設立、運用 
・関係機関と医療機関の連携の効率化を図る情報連携シート（入院時、外来時、退院時、 
再発時）の作成検討、及び作成に向けた医療機関からの情報収集。 

・弁護士会、司法書士会、いちょうの会との連携強化 
・近畿厚生局麻薬取締部の施設見学及び連携体制の構築についての意見交換。 
・教育機関との連携 
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■医療従事者・関係機関職員・依存症当事者およびその家族等に対する研修の実施 
〈関係機関職員・医療機関職員向け研修〉 
・（講義）薬物依存症認知行動療法について 
（実践）グループセッション 

・（講義）ギャンブル依存症について 
・（講義）薬物依存症プログラムについて 
（実践）外来ぼちぼちへの参加 

・（講義）ギャンブル依存症治療体制について 
・（講義）依存症者支援スキルアップ研修 
・（講義）CRAFT 研修 
・（講義）アルコール依存症治療に関する研修会 
・シンポジウム：刑の一部執行猶予制度施行を見据えて 
■依存症当事者及びその家族、地域住民等への普及啓発 
・薬物、アルコール、ギャンブル等の依存症に関する啓発、情報提供リーフレットの作成 
・ホームページ上で、依存症等に関する情報提供 

■その他 
・依存症対策推進協議会の開催 

平成 28年度は OAC 連携会議を同時開催。 
・全国拠点機関、他の治療拠点機関と集計項目等の情報交換を実施 
・報道機関への情報提供 
・全国拠点機関との連携として、全国依存症対策連絡協議会への参加 
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大阪府では、「依存症治療拠点機関」の取組の一環として、平成 26 年 

度の取組成果として、当事者・自助グループ、司法、医療、行政など、依 

者支援に携わる機関によるネットワークとして、全国初の「大阪アディク 

ションセンター（OAC）」を設立した。 

 

 
出典：大阪府ホームページ 報道発表資料 

「大阪アディクションセンターについて」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
出典：大阪府ホームページ 報道発表資料 

大阪アディクションセンター（OAC） 
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エ 岡山県精神科医療センター 

名称 地方独立行政法人 岡山県精神科医療センター 

所在地 岡山県岡山市北区鹿田本町３－16 
役割と取組 

■依存症当事者や家族への専門的な相談、治療および回復支援 
・医師、看護師、精神保健福祉士、作業療法士中心のチームで、患者、家族の電話相談、

インテーク、外来・入院治療などに対応。 
・診察、看護、ケースワーク、心理検査・面接を基本に据えたうえ、認知行動療法、内観

療法、運動療法などを中心としたプログラムを、入院・外来、個別・集団で行う。 
・ネットを用いた認知行動療法プログラム（E-SMARPP）を東京大学との臨床研究の一

環として継続する。 
・ギャンブル依存症に特化したプログラムを開始する。（平成 28年度より） 
・４つの家族向けプログラム。初期家族教室、CRAFT、ひだまりの会、ネット依存家族

教室。 
■精神科医療機関等への助言・指導 
・他の精神科医療機関、身体科病院からの患者の受け入れ、助言を積極的に行う。 

■関係機関（精神保健福祉センター・保健所・市町村・自助団体・福祉事務所・保護観

察所・公共職業安定所など）との連携と調整 
・委員、アドバイザーとして各種会議に出席。 
・研修会等への講師派遣。 
・依存症治療支援ネットワーク構築を目的として、県内の保健所、依存症治療支援機関

などと連携（関係職員や地域住民向けの出張講座を開催）。 

■医療従事者・関係機関職員・依存症当事者およびその家族などに対する研修の実施 
・研修会の開催や、見学会や実習の受け入れ、研究会や製薬会社など他機関主催の研修

会等への協力。 
〈平成 28年度に開催の、中国・四国・兵庫地域の依存症支援に関わる関係者（分野は問

わない）を対象とした研修会〉 
・「依存症研修会」 

依存症についての知識、当事者・家族からの体験談、面接方法、プログラムの紹介な

ど。 
・「依存症とマインドフルネス 44研修」 
アメリカから講師を招き、依存症に対してマインドフルネスプログラムをどのように

展開していくか、座学と実技を通して学ぶ。 

                                                   
44 マインドフルネス…自分の身体や気持ち(気分）の状態に気づく力を育む「こころのエ

クササイズ」。「今この瞬間」の自分の体験に注意を向けて、現実をあるがままに受け入

れること。  
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岡山県精神科医療センターの角南隆史医師らが開発した、酒の飲み方

に問題がないか、パソコンやスマホで簡単に自己診断できるプログラム

である。SNAPPY-CAT と、SNAPPY-PANDA の 2 種類のプログラ

ムが公開されている。 

 

・SNAPPY-CAT：飲酒行動を評価するプログラム。 

臨床現場では世界保健機構（WHO）が開発した飲酒行動の判定テ

ストが広く使われているが、複雑な質問があり、一般の人には使いに

くいものであった。SNAPPY-CAT は、インターネット上で、誰で

も匿名で簡単に回答できるように開発された。表示される質問に回答

していくと、酒の飲み方に関する診断が出される。大きな問題がある

人には、相談機関リストや支援情報などのリンクも表示される仕組に

なっている。 

          

・SNAPPY-PANDA：飲んだ量に応じてアルコールが体内で分解

される時間を計算するプログラム。 

飲んだお酒の種類と量を入力すると、総アルコール量と分解するの

に必要な予想時間が算出され、飲酒運転をしないための目安になる、

というもの。 

 

 

  

SNAPPY（スナッピー） 

・「動機付け面接法」 
動機づけ面接法について、座学と実技を通して学ぶ。 
■依存症当事者及びその家族、地域住民等への普及啓発 
・マスコミ取材の受け入れ、対応。 
・中学校の薬物乱用防止教室、大学特別講義、県民講座等への講師派遣。 
■その他 
・岡山県アルコール関連問題研究会などの事務局の運営を行う。 
・SNAPPY プログラムの開発 
・学会等での発表や、事例提供を行う。 
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オ 肥前
ひぜん

精神医療センター 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

名称 独立行政法人国立病院機構 肥前精神医療センター 

所在地 佐賀県神埼郡吉野ヶ里町三津 160番地 
概要 昭和 20 年に「国立肥前療養所」として開設した。精神科病棟の開放化や社会

復帰促進などに全国でいち早く取組んできたことで知られている。 
依存症治療拠点機関として、特に家族への支援強化に力を入れている。 

役割と取組 

■依存症当事者や家族への専門的な相談、治療および回復支援 
・CRAFT 家族教室「F.C.肥前」を毎週開催。 

依存症者本人の治療導入や、家族のメンタルケアに対して有効性が実証されている

CRAFT を用いて、コミュニケーションの取り方の練習等を行っている。 
・「アルコール依存症家族会」「薬物問題を持つ家族のための家族教室」「ギャンブル依存

症家族教室」の開催。それぞれの依存症者を持つ家族が、正しい知識や対応の仕方など

を学ぶ場として、また、家族自身の回復の場として開催している。 
・相談窓口「依存症相談室」を設置し、依存症者本人が受診する前の段階から、家族が気

軽に相談できる窓口を設置することで、相談支援体制を強化した。専門的知識を有す

る心理療法士が対応する。 
■関係機関（精神保健福祉センター・保健所・市町村・自助団体・福祉事務所・保護観

察所・公共職業安定所など）との連携と調整 
・県内の関係機関（大学、県庁、救急医療機関、精神保健福祉センター、保健所等）及び

自助グループ、当事者やその家族等を構成メンバーとして、「依存症対策推進協議会」

を設置した。この協議会で、問題点の共有、事業全体の実施計画や指標の設定、効果検

証を行っている。 
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■医療従事者・関係機関職員・依存症当事者およびその家族などに対する研修の実施 
・ブリーフ・インターベンション 45＆HAPPY プログラム 46研修会 

ブリーフ・インターベンションの技法の基礎を学び、その補助ツールである HAPPY
プログラムと集団節酒指導プログラムを、職域、地域、医療の現場で多量飲酒者に対す

る減酒指導に使用できるようにすることを目的とした、実践的なプログラムである。

なお、本研修会の修了者には、HAPPY プログラムと集団節酒指導プログラムが提供さ

れ、HAPPY プログラム DVD の使用権も与えらる。 
対象：保健師、看護師、ソーシャルワーカー、医師等の職種で、健康管理、飲酒運転対策

等に携わる者 
・アルコール・薬物関連問題研修会 

アルコール・薬物関連問題のアフターケア、さらには生活習慣病予防にも関連するア

ルコール、薬物関連問題の予防、治療について、広く普及啓発をはかることを目的とし

た研修。 
対象：アルコール・薬物関連問題の予防、教育、医療、司法、行政、矯正に関わる様々

な職種の関係者 
・第 199会佐賀精神科集談会 特別講演 

「アディクション医療の現状と課題～依存症治療拠点機関の役割～」 
講師：武藤 岳夫（肥前精神医療センター センター長） 

■依存症当事者及びその家族、地域住民等への普及啓発 
・地域での依存症全般に渡る多数の講演会、研修会に対応 

  

                                                   
45 ブリーフ・インターベンション…減酒支援（Brief Intervention）。対象者の特定の行

動（この場合は飲酒行動）に変 化をもたらすことを目的とした短時間のカウンセリン

グ。 海外では活発に用いられている。 
46 HAPPY プログラム…肥前式アルコール関連問題早期介入プログラム。アルコール依

存症に至る前段階の多量飲酒者への介入プログラムで、１回約１時間半で計３回のセッ

ションで構成されている。 
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４）その他関連資料 

①司法分野における取組 

【弁護士会】 
■日本弁護士連合会   

   依存症に端を発する犯罪、家族問題、債務問題、自死問題など、様々な問題に

関する相談を受け、その解決や撲滅に向けて取組を行っている。 

   ホームページでは、全国の弁護士会の法律相談センターが検索できるように

なっている。 

 

■神奈川県弁護士会    
債務相談などの相談窓口となる、法律相談センターを設置している。 

・横浜駅西口法律相談センター：一般法律相談、多重債務相談センター、離婚相

談等 

・横浜駅東口家庭の法律相談センター：主に家庭問題に関する相談の受付 

 
■弁護士ドットコム（法律相談ポータルサイト） 

弁護士ドットコムは、インターネット上で匿名ユーザが質問を投稿すると、登

録弁護士が得意分野に応じて回答する仕組みとなっている。弁護士との会話も

公開され、他のユーザが参考にすることができ、無料で利用することができる。 

このサイトには、依存症による、家族問題、債務問題などの相談が多く寄せら

れている。 

 
【司法書士会】 

■神奈川県司法書士会  

債務相談など、面接と電話による相談窓口の設置。 

 

 
【法テラス】 

国によって設立された法的トラブル解決のための総合案内所である。電話やメ

ール、窓口で問い合わせると、内容に応じた法制度や手続き、関係機関の相談窓口

を紹介してもらうことができる。全国に事務所がある。 
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②医療分野における取組 

【薬剤師会】 
日本薬剤師会及び横浜市薬剤師会では、依存症予防に関する普及・啓発活動を実施。 

 
 

■公益社団法人 日本薬剤師会      

・日本薬剤師会の取組「薬物乱用防止活動」 

日本薬剤師会は、青少年の成長過程の早い段階からの教育が、薬物乱用の

根絶に最も有効な手段であるとの考えに立ち、薬物乱用防止啓発活動を重要

な課題の一つに掲げ、厚生労働省、文部科学省、日本学校保健会、麻薬・覚

せい剤乱用防止センター等関係機関との連携を図っている。 

また、予防教育の重要性を再認識し学校薬剤師にその重要性を広めるために、

すべての高等学校及び中学校において、年１回は薬物乱用防止教室を開催す

ること、小学校においても薬物乱用防止教室の開催を推進するよう努める必

要があることなどをポイントに置き研修会等を開催し、国が推進する施策等

の周知・徹底に努めている。 

 
「薬物乱用防止の考え方（案）」 

 
出典：公益社団法人 日本薬剤師会ホームページ 
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■横浜市薬剤師会   

「薬物乱用防止キャンペーン」in横濱 

      横浜市薬剤師会、横浜薬科大学、横浜市で実行委員会をつくり開催している。 

平成 28 年７～９月実施（第１回は平成 24年７～９月実施） 

 

「薬物乱用防止キャンペーンチラシ」 

 
出典：第５回薬物乱用防止キャンペーン in 横濱ホームページ 
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②その他 

【遊技業界】 
①遊技場協同組合等における主な取組 
■全日本遊技事業協同組合連合会 

全日本遊技事業協同組合連合会（略称：全日遊連）は、平成元年 5 月 20 日に

全日本遊技業組合連合会として発足し、平成 4 年 1 月 16 日には、中小企業等

協同組合法による協同組合として内閣総理大臣（国家公安委員会・警察庁管轄）

の認可を受け、全国のパチンコホール組合の協同組合連合会組織となっている。 
     毎年秋に開催される全国ファン感謝デーの開催や、身近で手軽な大衆娯楽を

目指し、不正行為の撲滅活動などを展開している。 
    全日遊連では、ホームページ上にのめりこみ防止関連として、「のめり込み防

止標語デザイン」や「パチンコ店における依存（のめり込み）問題対応ガイドラ

イン」を作成し公開している。また、またリカバリーサポート・ネットワーク（後

述）の「相談啓発ポスター」のダウンロードも可能となっている。 
その他「闇スロ撲滅宣言」、「子供の車内放置置撲滅キャンペーン」などの取組

を行っている。 
 

「のめり込み防止標語デザイン」 

 
出典：全日本遊技事業協同組合連合会ホームページ 
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「子供の車内放置置撲滅キャンペーンのロゴ」 

 
出典：全日本遊技事業協同組合連合会ホームページ 

 
「闇スロ撲滅宣言のポスター」 

 
出典：全日本遊技事業協同組合連合会ホームページ（パチンコ・パチスロ産業 21 世紀会ホームページ） 
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■NPO 法人 リカバリーサポート・ネットワーク  

リカバリーサポート・ネットワークは、パチンコ・パチスロの遊技に関する依存

及び依存関連問題解決の支援を行うことを目的に設立された非営利の相談機関で

あり、全日遊連が平成 15年４月に発足させた「依存症研究会（現ぱちんこ依存問

題研究会）」の議論から設立された。 

遊技業界が自らのめりこみ問題に取組み、社会に役立つサービスを提供するた

め、平成 18 年４月に第三者機関ぱちんこ依存問題相談機関「リカバリーサポート・

ネットワーク」が設立され、平成 21年 10月に特定非営利活動法人となった。 

主な取組内容として、依存症問題で悩んでいる人やその家族を対象に、無料の電

話相談実施や、セミナーの開催のほか、啓発用ポスターの作製、スマートフォンア

プリ「パーラージキル＆ハイド」という、パチンコ・パチスロの遊び方安全度の自

己診断アプリをリリースしている。 

 

「電話相談のチラシ及びスマートフォン用アプリ」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：リカバリーサポート・ネットワークホームページ 
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【酒類業界】 
■ビール酒造組合  

昭和 28 年に、ビール会社５社で設立された特別認可法人である。 

  アルコール関連問題への取組として、「未成年者の飲酒防止活動」「適正飲酒の

推進」啓発冊子「適正飲酒のススメ」の配布等を行っている。 
 
・未成年者の飲酒防止活動の概要 

  未成年者を対象としたテレビ・ラジオ番組には広告を行わない。 
未成年者は広告のメインモデルとして使用しない。 
新聞・雑誌による広告には、未成年者の飲酒禁止の文言を表示する。 
自動車の運転シーンおよび運転を想起させるシーンにおいて、飲酒運転を助

長するような表現は行わない。など 
 

「適正飲酒のススメの冊子の表紙」 

 
出典：ビール酒造組合ホームページ 

 
 

■神奈川県 小売酒販組合連合会    

アルコール関連問題への取組として、未成年者飲酒防止運動・飲酒運転撲

滅キャンペーンを実施  
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 ３．横浜市における依存症対策のまとめと課題   
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３．横浜市における依存症対策のまとめと課題 
 

○調査の実施内容 
・本調査は、横浜市及びその周辺域を中心とした地域の様々な社会資源による依存症

対策（主にアルコール、薬物、ギャンブル依存症）の取組等を把握し、整理するこ

とによって、今後の横浜市における依存症対策の検討に資することを目的とした。 
・調査項目としては、本市の実施事業のほか、依存症に対応する県内の医療機関（病

院・診療所）、市内の民間団体（回復施設、自助グループ）、都道府県・政令市の精

神保健福祉センター、国などの取組を対象とした。 
・調査方法としては、一般的に情報収集のために用いられる既存文献（主にインター

ネット）からの情報を中心として、情報の収集を行った。あわせて、今後、施策の

検討の中でも重要であると考えられる医療機関に関しては、既存文献からは読み取

りにくい対応プログラムや関連機関の連携など状況について把握するため、アンケ

ート調査を行った。 
 
○調査の中から見えてきたこと  

  ・市内の社会資源としては、「精神保健福祉センター」２か所（神奈川県立精神保健福

祉センター、横浜市こころの健康相談センター）、「区役所福祉保健センター」18か

所、「医療機関」20か所（病院５か所、診療所 15か所。アンケート調査において依

存症に対応していると回答のあった機関に限る。）、「回復施設の拠点」10か所、「自

助グループのミーティング会場」105か所（アルコール 73か所、薬物 16か所、ギ

ャンブル 16 か所）となっていることが分かった。（平成 29年３月現在） 

また、分布状況としては、行政機関を除く「医療機関」、「回復施設の拠点」は、概

ね、市中心部及び相模鉄道本線沿線にまとまっていることが分かった。     

さらに、「自助グループのミーティング会場」は、市中心部及び鉄道沿線に多く見ら

れることから、交通利便性の高い場所で活動が展開されていることが想定される。 

・「医療機関」については、県内 36か所の機関（病院 10か所、診療所 26か所。アン

ケート調査において依存症に対応していると回答のあった機関に限る。）のうち、依

存症の外来対応が可能な分野の内訳をみると、アルコールが 35か所（病院 10か

所、診療所 25か所）と一番多く、次いで薬物が 21か所（病院６か所、診療所 15か

所）、ギャンブルが 16か所（病院３か所、診療所 13か所）となっている。（重複回

答） 

また、認知行動療法等の個別療法をはじめとした様々な回復プログラムの実施や、

行政機関のほかに、専門医療機関や回復施設、自助グループ等への紹介・連携が行

われていることが分かった。 

さらに、紹介・連携先としては、アルコールは専門医療機関、薬物・ギャンブルは

自助グループが最も多いなど、分野により違いがあることが分かった。 
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  ・「精神保健福祉センター」については、国が推奨する回復プログラムであるＳＭＡＲ

ＰＰ（せりがや覚せい剤再発防止プログラム）をベースとした、様々な依存症の回

復プログラムが各地のセンターで開発、試行、実施され始めており、依存症対策の

専門的対応が進みつつあることが分かった。 
しかしながら、そのプログラムへの参加等に関しては、専門的かつ個別な対応が必

要であることが多いため、ホームページ上などから取得できる情報が限定的である

ことも分かった。 
・「国」については、 
① 「ギャンブル等依存症対策推進関係閣僚会議」の設置（平成 28年 12月、主

宰：内閣官房長官）による、ギャンブル等依存症全般についての包括的な対策

の推進・検討の開始 

② 厚生労働省における「依存症対策推進本部」の設置（平成 28年 12月、本部

長：厚生労働大臣）による、アルコール・薬物・ギャンブル依存に関する事業

の推進組織の整備 
③ 厚生労働省における「依存症対策全国拠点機関設置運営事業」や「依存症対策

総合支援事業」等（平成 29年度～）による、全国拠点機関（久里浜医療センタ

ー）や地域における依存症医療・支援体制の整備 
など、依存症対策のさらなる拡充に向けた新たな取組が進められている。 

 
 ○まとめ 

・既存文献やアンケートから見えてきた情報では、依存症に対応する社会資源が現存

することが読み取れるが、市民にとって、社会資源の情報を網羅的に示すものや、

個々の状況によって何を活用すればよいのかといった情報に容易にアクセスするこ

とが、現時点では難しい状況であると考えられる。 
・この状況を踏まえ、今後は、市内の依存症の対応に関する社会資源の詳細な情報に

ついて、市民にとって、さらに身近なものとなり、必要となったときにいつでも、

個々の状況に適した対応に繋がることができるよう、まずは、依存症の対応に関す

る情報提供の方法について、検討を進める必要がある。 
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４-２ 参考文献 

１-１ 調査目的及び内容 
「依存症」 

http://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000070789.html  
 

２-１ 横浜市・横浜市周辺域の社会資源 

２）病院・診療所 

「かながわ医療情報検索サービス」 
http://www.iryo-kensaku.jp/kanagawa/renkei/IPSoukatsuCom.aspx?r=45&s=050  
 

３）回復施設 

「市民の会 寿アルク」 

http://kotobuki-aruku.jp/ 
「横浜ダルク・ケア・センター」 

http://yokohama-darc.jp/ 
「横浜マック」 

http://yokohama-mac.blue.coocan.jp/ 
「女性サポートセンター インダー」 

http://indah-sos.com/ 
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http://www5f.biglobe.ne.jp/~onedayport/ 
「横浜市地域活動支援センターＢＢ」 

http://www4.hp-ez.com/hp/bb-yokohama/page1 
「ステラポラリス」 

http://www.stella24p.org/ 
「RDP 横浜」 

http://rd-project.org/ 
 

４）自助グループ 

「AA」（アルコホーリクス・アノニマス） 

http://aajapan.org/ 
「アラノン」 

http://www.al-anon.or.jp/ 

http://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000070789.html
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「断酒会（横浜断酒新生会）」 

http://www.goaplan.jp/danshu/yokohama.html 
「神奈川県断酒連合会」 

http://www.shindanren.com/ 
「NA」（ナルコティクスアノニマス） 

http://najapan.org/whatisna.html 
「ナラノン」（ナラノン ファミリー グループ ジャパン） 

http://nar-anon.jp/ 
「横浜ひまわり家族会」 

http://himawari.yokohama/  
（Kanapio ホームページ） 

http://kanagawa.genki365.net/gnkk18/pub/group_view.php?gid=G0002739  
「GA」（GA 日本インフォメーションセンター） 

http://www.gajapan.jp/ 
「ギャマノン」 

http://www.gam-anon.jp/ 
 

２-２ 横浜市外の社会資源 

１）都道府県、指定都市の精神保健福祉センター 

「精神保健福祉センター」（全国精神保健福祉センター長会） 

 http://www.zmhwc.jp/center.html 
  
 

２）国の取組 

①依存症全般に対する取組 

「厚生労働省」 

http://www.mhlw.go.jp/file/06-Seisakujouhou-12200000-
Shakaiengokyokushougaihokenfukushibu/houkokusyogaiyou.pdf  
http://www.mhlw.go.jp/file/06-Seisakujouhou-12200000-
Shakaiengokyokushougaihokenfukushibu/kensyuu.pdf 
http://www.mhlw.go.jp/file/06-Seisakujouhou-12200000-
Shakaiengokyokushougaihokenfukushibu/tiikiizonsyoutaisakushienjigyou.pdf 
http://www.mhlw.go.jp/file/06-Seisakujouhou-12200000-
Shakaiengokyokushougaihokenfukushibu/izonsyoutiryoukyoten.pdf 
http://www.mhlw.go.jp/topics/2017/01/dl/tp0117-k02-03-10p.pdf 

「DARC」（全国ダルク） 

http://www.yakkaren.com/zenkoku.html） 
 

http://www.goaplan.jp/danshu/yokohama.html
http://www.shindanren.com/
http://najapan.org/whatisna.html
http://nar-anon.jp/
http://himawari.yokohama/
http://kanagawa.genki365.net/gnkk18/pub/group_view.php?gid=G0002739
http://www.gajapan.jp/
http://www.gam-anon.jp/
http://www.zmhwc.jp/center.html
http://www.mhlw.go.jp/file/06-Seisakujouhou-12200000-Shakaiengokyokushougaihokenfukushibu/houkokusyogaiyou.pdf
http://www.mhlw.go.jp/file/06-Seisakujouhou-12200000-Shakaiengokyokushougaihokenfukushibu/houkokusyogaiyou.pdf
http://www.mhlw.go.jp/file/06-Seisakujouhou-12200000-Shakaiengokyokushougaihokenfukushibu/kensyuu.pdf
http://www.mhlw.go.jp/file/06-Seisakujouhou-12200000-Shakaiengokyokushougaihokenfukushibu/kensyuu.pdf
http://www.mhlw.go.jp/file/06-Seisakujouhou-12200000-Shakaiengokyokushougaihokenfukushibu/tiikiizonsyoutaisakushienjigyou.pdf
http://www.mhlw.go.jp/file/06-Seisakujouhou-12200000-Shakaiengokyokushougaihokenfukushibu/tiikiizonsyoutaisakushienjigyou.pdf
http://www.mhlw.go.jp/file/06-Seisakujouhou-12200000-Shakaiengokyokushougaihokenfukushibu/izonsyoutiryoukyoten.pdf
http://www.mhlw.go.jp/file/06-Seisakujouhou-12200000-Shakaiengokyokushougaihokenfukushibu/izonsyoutiryoukyoten.pdf
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「MAC」（全国マック協議会） 
http://www7b.biglobe.ne.jp/~zen-mac/entrance.html） 

「文部科学省」 

http://www.mext.go.jp/component/a_menu/education/detail/__icsFiles/afieldfile/201
7/01/25/1381212_01_1_1.pdf  

②アルコール依存症に対する取組 

「内閣府」 

http://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/iyakuhin/yakubuts
uranyou_taisaku/index.html 

③薬物依存症に対する取組 

「内閣府」 

（内閣府 薬物乱用対策、薬物乱用対策の推進体制、啓発資料） 

  「厚生労働省」 

（薬物乱用防止に関する情報、啓発資料） 

 http://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/iyakuhin/yakubu 
tsuranyou_taisaku/index.html 

「薬物乱用防止キャラバンカー」（公益財団法人麻薬・覚せい剤乱用防止センター）

http://www.dapc.or.jp/info/caraban.htm 
「あやしいヤクブツ連絡ネット 」（厚生労働省 一般社団法人偽造医薬品等情報センタ

ー） 

http://www.yakubutsu.com/ 
 「文部科学省」 

 （薬物乱用防止教育） 
 http://www.mext.go.jp/a_menu/kenko/hoken/1353626.htm 
「日本学校保健会」（公益財団法人日本学校保健会） 

http://www.hokenkai.or.jp/about/about_mokuteki.html 
「法務省」 
（薬物地域支援研究会提言） 

http://www.moj.go.jp/hogo1/soumu/hogo02_00052.html 
（薬物依存のある刑務所出所者等の支援に関する地域連携ガイドライン） 

http://www.moj.go.jp/hogo1/soumu/hogo02_00062.html 
（薬物依存者・高齢犯罪者等の再犯防止緊急対策） 

www.kantei.go.jp/jp/singi/hanzai/kettei/160712yakubutu/gaiyou.pdf 
www.moj.go.jp/content/001198879.pdf 

「警察庁」 
https://www.npa.go.jp/sosikihanzai/yakubutujyuki/drug2016.pdf  
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「矯正施設」（厚生労働省） 

http://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/hukushi_kaigo/seikatsuhogo/kyou
seishisetsu/ 

④ギャンブル依存症に対する取組 

「首相官邸」 

http://www.kantei.go.jp/jp/singi/gambling_addiction/ 
⑤調査・研究 

「厚生労働科学研究成果データベース」 
http://mhlw-grants.niph.go.jp/ 
 

３）依存症治療拠点機関設置運営事業 

①依存症治療拠点機関設置運営事業 

 「依存症拠点機関事業」 

http://japan-addiction.jp/  
②全国拠点機関 

「独立行政法人 国立病院機構 久里浜医療センター」 

http://www.kurihama-med.jp/ 
「国立研究開発法人 国立精神・神経医療センター」 

http://www.ncnp.go.jp/ 
③依存症治療拠点機関 

「神奈川県立精神医療センター」 

http://seishin.kanagawa-pho.jp/ 
 「各務原病院」 

http://kakamigahara-hosp.jp/ 
「大阪府立精神医療センター」 

http://pmc.opho.jp/madoguti/izon/   
「大阪アディクションセンター」（大阪府） 

http://www.pref.osaka.lg.jp/kokoronokenko/osakaaddiction/ 
 「岡山県精神科医療センター」 

http://www.popmc.jp/ 
 「肥前精神医療センター」 

http://www.hizen-hosp.jp/ 
 
 
 
 

http://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/hukushi_kaigo/seikatsuhogo/kyouseishisetsu/
http://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/hukushi_kaigo/seikatsuhogo/kyouseishisetsu/
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http://www.hizen-hosp.jp/
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４）その他関連資料 

①司法分野における取組 

「日本弁護士連合会」 

http://www.nichibenren.or.jp/ 
「神奈川県弁護士会」 

https://www.kanaben.or.jp/  
 「神奈川県司法書士会」 

http://www.shiho.or.jp/ 
「多重債務相談 神奈川県司法書士会」 

http://www.shiho.or.jp/consulting/index.html 
「法テラス」 

http://www.houterasu.or.jp/sp/index.html 
「法テラス神奈川」 

http://www.houterasu.or.jp/kanagawa/ 
②医療分野における取組 
「日本薬剤師会」 

http://www.nichiyaku.or.jp/ 
「横浜市薬剤師会」 

http://www.hamayaku.or.jp/ 
「薬物乱用防止キャンペーン」 

http://www.nodrugyokohama.jp/index.php 
 ③その他 

「全日本遊技事業協同組合連合会」 
http://www.zennichiyuren.or.jp/aboutus/about.html 

「パチンコ・パチスロ産業 21世紀会」 

http://www.zennichiyuren.or.jp/another_gp/act21.html  
「安心娯楽宣言」 

http://anshingoraku.link/list_c-safety.html 
「子どもの車内放置撲滅キャンペーン」 

http://www.syanaihochi.com/ 
「NPO 法人 リカバリーサポートネットワーク」 

http://rsn-sakura.jp/ 
 「ビール酒造組合」 

http://www.brewers.or.jp/ 
「神奈川県 小売酒販組合連合会」 

http://k-shuhanren.or.jp/index.php 

http://www.nichibenren.or.jp/
https://www.kanaben.or.jp/
http://www.shiho.or.jp/
http://www.shiho.or.jp/consulting/index.html
http://www.houterasu.or.jp/sp/index.html
http://www.houterasu.or.jp/kanagawa/
http://www.nichiyaku.or.jp/
http://www.hamayaku.or.jp/
http://www.nodrugyokohama.jp/index.php
http://www.zennichiyuren.or.jp/aboutus/about.html
http://www.zennichiyuren.or.jp/another_gp/act21.html
http://anshingoraku.link/list_c-safety.html
http://www.syanaihochi.com/
http://rsn-sakura.jp/
http://www.brewers.or.jp/
http://k-shuhanren.or.jp/index.php
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